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序文 

 

JICA はメキシコの民間セクター開発において、中小企業育成・裾野産業育成や産業技

術及び産業基盤分野で 1990 年代後半以降、継続的に支援してきました。 

 メキシコ政府は経済自由化路線を踏襲しつつも、裾野産業を中心とした中小企業振

興･競争力強化のための支援を行っており、特に輸出指向型産業である自動車、電子･電

気産業における部品の国内調達率向上が重要とされていますが、国内裾野産業の技術レ

ベルが一定の水準に達していない分野もあるために輸入品に頼る状況が構造化されて

いました。 

 このような状況下で、今回のプロジェクト要請も、自動車部品や電子･電気部品を製

造する裾野産業支援として、プラスチック成形加工技術の向上を目指してなされたもの

です。 

 これを受けて、JICA は 2009 年 2 月と 2010 年 2 月に詳細計画調査団を派遣し、メキシ

コ側の要望の確認とプロジェクト内容の精査を行い、本プロジェクトの実施について

Record of Discussions（R/D）案について合意しました。 

 本報告書は、これら調査の調査結果等を取りまとめたものです。調査団派遣にご協力

いただいた日墨双方の関係各位に深くお礼を申し上げると同時に、今後も引き続き最大

限のご支援をいただけるようお願いする次第です。 

 

平成 22 年 4 月 

産業開発部 

部長 米田一弘 
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略語集 

 

ANIPAC  Asociación Nacional de Industrias del Plástico A.C. 

  メキシコ･プラスチック製品製造業協会 

CANACINTRA Camara Nacional de la Industria Transformacion 

  メキシコ全国製造業会議所 

CECATI  Centros de Capacitación para el Trabajo Industrial 

  国立産業職業訓練センター 

CETIS/CBTIS Centro de Estudios Tecnologicos Industrial y de Servicios/ 

Centro de Bachillerato Tecnológico Industrial y de Servicios 

国立産業技術高校/国立職業高校 
CETMA  Centro de Estudios Tecnológicos Mexicano Alemán 

  国立メキシコ･ドイツ技術高校 

CIATEQ  Centro de Technologia Avanzada 国立先端技術研究所 

CIQA  Centro de Investigación en Química Aplicada 

  国立応用化学研究所 

CNAD  Centro Nacional de Actualizacion Docente 

  国立職業技術教育活性化センター 

CONALEP  Colegio Nacional Educacion Profesional Tecnica 

  国立職業技術高校 

C/P  Counterpart   カウンターパート（協力相手方） 

DGETI  Dirección General de Educación Tecnológica Industrial 

  公共教育省産業技術教育局 

IMPI  Instituto Mexicano del Plástico Industrial S.C. 

  プラスチック産業研究所（民間企業） 

JCC  Joint Coordination Committee 合同調整委員会 

JICA  Japan International Cooperation 独立行政法人国際協力機構 

M/M  Minutes of Meeting  協議議事録 

PDM  Project Design Matrix  プロジェクト･デザイン･マトリックス 

R/D  Record of Discussion  プロジェクト討議議事録 

SE  Secretaria de Economia  経済省 

SEP  Secretaria de Educacion Publica 公共教育省 

SRE  Secretaria de Relaciones Exteriores 外務省 

UNAM  Universidad Nacional Autónoma de México メキシコ国立自治大学 
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第1章 要請の背景･経緯 

1 メキシコの政策･方針 

メキシコは長らく国内産業保護政策を採用してきたため中小企業の競争力が低い。また裾野産

業の育成が進まず、中間財･資本財の多くを輸入に依存している。他方で 1980 年代後半より経済

自由化政策を採り、現政権の経済政策上のトッププライオリティは中小企業振興と裾野産業の育

成であり、そのためには実務を踏まえた中小企業経営指導や製造技術に強い日本の技術者による

技術移転･人材育成が適当との考えでメキシコ政府と日本政府は合意して、各種協力が実施されて

いる。さらに、日墨経済連携協定に基づき設置されたビジネス環境整備委員会で、中小企業支援・

裾野産業育成、競争力強化の事項が関心事項として提起されている。また 2005 年 4 月の日墨経済

連携協定（EPA）発効後、日系企業の進出及び投資額は高い伸び率で成長を続けており、特に自動

車・家電部品等の輸出が伸び続けている。しかし一方で、輸出指向型産業の育成に力を入れた結

果、マキラドーラ（輸出加工区）における加工貿易が盛んになって工業輸出製品のうち 60％近く

を占めるようになったが、地場産業･製造業一般の競争力強化はマキラドーラの製造業ほどに進ん

でいない。 

今後の日系企業の当国への投資拡大及び経済関係強化のためには、メキシコの裾野産業で生産

される中間財の質の向上及びメキシコ人労働力の質の向上が最重要であり、本件プロジェクトは

わが国の外交政策及び産業政策の方向性に一致する。 

なお、今次の詳細計画策定調査において中小企業支援を担当する部署の一つであるメキシコ経

済省ビジネス･オポチュニティー開発課や工業化学課からの聴取によれば、日系企業を含む外資系

企業へのメキシコ地場産業による部品納入に関心が高く、つまり一定の技術レベルを持った中の

上位に位置する中小企業への支援を強化したいことが窺われた。また JETRO メキシコ･センターに

おいても同様の考えが示された。本プロジェクトはそれら上位に位置する中小企業への支援より

もむしろ下位に位置する中小企業への間接的な支援となると考えられる。 

 

2 過去･現在における政府･他ドナー等の対象分野案件 

プラスチック成形加工分野における支援については、今回の調査では確認されなかった。ドイツ

が CETIS･CBTIS のうち１校を選んで、一般機械分野における支援を行った例はあった。 

JETRO は日系企業に部品納入できる又はその可能性がある中小企業の発掘と支援を行っており、

プラスチック成形技術分野も対象となっている。しかし支援対象の中小企業は中の上位レベルの一

定の技術を持った中小企業であり、本プロジェクト実施の結果として予想されるプラスチック成形

加工技術の底上げとは住み分けがなされる形となっている。 

 

3 調査団の構成と期間 

第 1次と第 2次の詳細計画策定調査団の構成と日程は以下の通りである。 

(1) 第 1次詳細計画策定調査団（2009 年 1/26～2/12） 

第 1 次詳細計画策定調査団団員構成 

担当分野 氏名 所属 

団長･総括 吉田 榮 JICA 産業開発部技術審議役 

プラスチック成形技術 福島 有一 日本開発サービス 



 7

技術人材育成 稲田 明弘 日本開発サービス 

協力企画 石塚 賢司 JICA 産業開発部中小企業課 

 

 第 1 次詳細計画調査団日程 

時間 吉田団長･総括
石塚団員･
協力企画

福島コンサルタント･
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型技術

稲田コンサルタント･
技術人材育成

1 1/26 月 日本発･メキシコ着

午前 メキシコ事務所打ち合わせ

午後 職業技術教育活性化センター（CNAD)表敬･聴取

午前 JETROメキシコセンター表敬･聴取

午後 IMPI(Mexican Institute of the Industrial Plastic)表敬･視察

午前 ANIPAC(National Association of Plastic Industries)表敬･聴取

午後 CETMA（職業訓練校）視察・聴取

午前 UNAM（国立自治大学）材料研究所視察・聴取

午後 プラスチック成形企業COREA社視察・聴取

6 1/31 土 現地報告書（担当部分）作成

7 2/1 日 現地報告書（担当部分）作成

8 2/2 日 現地報告書（担当部分）作成

現地報告書（担当部分）作成

団内打ち合わせ

10:00 メキシコ事務所打合せ

12:00

15:00 職業技術教育活性化センター（CNAD)所長表敬･協議

M/M案作成

13:30 公共教育省産業技術教育局（DGETI）聴取

17:00 プレス加工プロジェクト及び中小企業人材開調　守口専門家よりプラスチック加工業等について聴取

9:00 ANIPAC事務局長、CIATEQサン･ルイス･ポトシ支所長聴取

17:00 経済省打合せ

9:00 産業技術高校第一高校（CETIS No.1）視察

12:30 プラスチック加工中小企業（COMPALTEC）視察

15:00 CNAD・DGETIとの協議

14 2/8 土 M/M（案）修正、報告書案作成

15 2/9 日 M/M（案）修正、報告書案作成

10:00 CNAD協議･M/M署名

14:00 JICA事務所報告

16:00 大使館報告

17 2/11 火 メキシコ発

17 2/12 水

日付

水11

金

10

2/39

2/4

2

2/7

1/27

3 1/28

5 1/30

4 1/29

日本着

JETROメキシコセンター聴取

火

月

月

金

水

木

日本発･メキシコ着

2/10

2/5

火

16

木2/612

13

 

 

(2) 第 2次詳細計画策定調査団（2010 年 2/2～2/14） 

第 2 次詳細計画策定調査団団員構成 

担当分野 氏名 所属 

団長･総括 村上 博信 JICA 産業開発部中小企業課長 
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技術人材育成 稲田 明弘 日本開発サービス 

協力企画 石塚 賢司 JICA 産業開発部中小企業課 

第 2次詳細計画調査団日程 

時間 村上団長･総括 石塚・協力企画 稲田コンサルタント･評価分析

1 2/2 火
17:05
17:43

成田発
メキシコ着

10:00 メキシコ事務所打合せ

12:00 職業技術教育活性化センター（CNAD)表敬･聴取

10:00 プラスチック産業界（IMPI、ANIPAC)情報収集

15:00 コース設置予定CETIS　No.6視察

10:00 CNADからの聴取（カリキュラム）

15:00 CNADからの聴取（機材･設備）

5 2/6 土 現地報告書（担当部分）作成

6 2/7 日
17:05
17:43

事前評価表（案）担当部分作成

10:00

12:00 外務省対外経済局表敬･協議

15:00

10:00 TecnoTAM（タマウリパス・テクノパーク）

11:00 タマウリパス州経済開発局（SEDECO）、教育局聴取

13:00 プラスチック産業界代表から聴取

10:00

15:00

9:00

13:30

10:00

17:00

12 2/13 土 メキシコ発 引き続き滞在 メキシコ発

13 2/14 日 成田着 成田着

シウダー・ヴィクトリア発　メキシコ・シティー着

4

2/8

11

CNAD協議、団内打合せ

団内打合せ･メキシコ事務所打合せ

月

木10
CNAD･DGETI協議（プロジェクト内容、R/D（案）、M/M（案））

CNAD関係者、CANACINTRAプラスチック部門の担当者のプレゼンテーション
9

7

8

2/10

2/9

3 2/4

日付

水2 2/3

水

2/5

成田発
メキシコ・シティー着

木

CNAD･DGETI協議（調査団からプロジェクト内容（案）の説明）

火

金

公共教育省産業技術教育局（DGETI）と職業技術教育活性化センター（CNAD)協議

メキシコ･シティー発　シウダー・ヴィクトリア着

大使館報告

CNAD協議･M/M署名

2/11

金2/12

 

 

 

第2章 対象セクターの現状と課題 

1  対象セクターの概況 

１）プラスチック成形加工 

メキシコは原油産油国であり、そのためプラスチック素材プラントが拡大している。しかし、エン

ジニアリングプラスチック成形品の殆どは輸入に頼らざるを得ない状況にあるのがプラスチック産

業界の実態である。即ち、素材から成形品に付加価値が上がる分を国外に支払っている。試算では、
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エンジニアリングプラスチック成形品の 10%を内製化できれば、中小企業 100 社の起業が必要で、10

億ドルの売り上げと 5ｋ～10ｋ人の新規雇用が創出できるとされている。メキシコのプラスチック成

形関連企業総数は 3500 社（登録企業数）で、他の産業界と似て中小零細企業が多く、これらの企業

のレベル向上が重要課題である。消費地であるメキシコシティが最大の 800 社、メキシコ州が NO.2

で 650 社、自動車産業が盛んなヌエボレオン州が NO．3 で 320 社、NO.4 も自動車産業があるグアナ

ファト州 280 社とつづく。特徴では北部地域はエンジニアリングプラスチック成形企業が多く、中部

地域は汎用プラスチック成形企業が中心。南部は農業製品関連の成形企業となる。第 1次調査から第

2次調査間の 1年間では状況はほとんど変わらず、以下のセクター概況である。 

メキシコでのプラスチック生産量も増加傾向にあるが、消費をカバーできるだけの生産ができてお

らず、かつ十分な品質が確保できていないことから大部分を輸入に依存している。メキシコの 1人当

たりプラスチック製品の消費量は世界 12 位（2010 年度、ANIPAC 資料より）、プラスチック生産量は

世界 13 位（2007 年度、日本プラスチック工業連盟 HP）である。輸出入のバランスは入超となってお

り、輸出依存度も 20％強と低い。プラスチック部品を含む電気･電子機器の輸出は 2005～2007 年の 3

年間で平均 14.6％、自動車･同部品は同期間で 5.7％の伸び率を示す一方で、プラスチック･ゴム製品

の輸入は同上 3年間で年平均 10.7％と高い伸びを示している。（JETRO HP より） 

 

表 メキシコのプラスチック産業の概況（CIPAD：国際プラスチック業界団体理事者会議 HP より作成) 

 1995 2000 2005 

製造業者数 3,854 社 4,137 社 3,140 社 

総従業員数 146,200 人 177,400 人 152,600 人 

製造業者の平均生産量

（百万ポンド/年） 

1.1 1.9 2.7 

雇用者 1 人当たり付加

価値額（US$） 

12,538 24,870 34,063 

 

国内市場におけるプラスチック製品別比率は、包装材料が 56％、家庭用雑貨 13％、建設資材 9％、

農業資材 2％、エンジニアリング･プラスチック 8％、その他 12％（CIPAD Country Report: Mexico 

2005 より）となっており、高度な成形技術を必要とする高品質用成形材料のエンジニアリング･プラ

スチックの割合が低く、質よりは量が重要となる包装材料や家庭雑貨が多いことが特徴である。 

一方教育セクターにおいては、プラスチック成形技術を対象とする中高等教育及び職業訓練のカリ

キュラムは整備されていないことから、産業界のニーズを満たすプラスチック成形分野の産業人材が

育成される環境にないのが実情である。 

第 1 次調査・第 2 次調査によって CNAD、並びに関連する政府機関並びに民間組合、民間企業に対

して要請内容の確認・協議と問題点の把握を行い、以下の点が明らかになった。 

 

 本プロジェクトは、第 1 次調査結果と同様に CNAD（公的機関）を実施機関として技プロ形

式とする。なお、期間は、プロジェクト期間中に日本人専門家が、C/P が指導した産業高校

の指導教員の育成度合いを教育現場の評価等で確認し、その結果を技術移転の最終段階にフ

ィードバックさせる狙いから 3年＋1年の 4年計画とすることが望ましい。 



 10

 CNAD 側より、メキシコ側が準備を進めている産業高校のプラスチック成形コースのカリキ

ュラム形成に対する支援要請（メ国側の機材予算の有効活用支援、カリキュラム助言等）に

より、本年 7月頃までに短期調査を再度実施することとした。 

 IMPI は民間企業であることから直接的な協力関係を形成することはせず、他方、間接的に

も民業圧迫等の課題を生じさせない間柄で友好な関係を維持することに努める。ANIPAC は

産業組合であり、CNAD と民間企業間の連携や産業高校の卒業生がプラスチック成形企業に

効率的に就職できるような支援窓口機能が期待できることから同じく友好関係を維持する

ことに努める。 

 

メキシコのプラスチック成形加工業の概況把握 

IMPI から入手したメキシコのプラスチック成形加工業のマクロ分析データや CANACINTRA、

ANIPAC、JETRO からの聴取内容、およびプラスチック成形中小企業の訪問調査結果を合わせ総合

判断するとメキシコのプラスチック成形加工業の概況は以下のように総括される。 

 

① プラスチック成形製品 

 プラスチックの材料別消費量データによると、容器、日用品（71％）、建設資材（11％）に使

用される「汎用プラスチック」が全消費量の 85％を占め、電気・電子部品（6％）や自動車

部品（4％）に使われる「エンジニアリングプラスチック」の割合が 9％に過ぎない。 

 
汎用プラスチック（85％）   エンジニアリングプラスチック（9％） 

熱硬化性樹脂（6％） 

        図 1．プラスチック材料の種類別消費量の割合 

 

容器、日用品

71%

その他

8%

建設資材

11%

電気・電子部品

6%

自動車

部品

4%

 

        図 2．プラスチック材料の用途別消費量の割合 
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② プラスチック成形加工業者 

   プラスチック成形加工業者は全国で 3,500 社あり、その 60％が従業員 10 人未満の零細企業、

10人以上50人未満の小規模企業24％、50人以上250人未満の中規模企業12％を合わせると96％

の企業が中小零細企業である。 

 一方、成形方法別分類では、3,500 社中 1995 社（57％）が射出成形を行っており、最も多い。

射出成形以外では、熱成形を含む押出し成形が 23％、ブロー成形が 11,5％と続いている。 

 

③ プラスチック成形使用機材 

 これまで実際に訪問調査した人材育成機関や研究機関、民間企業は数が少なく、聞き取り調査

を主体にした情報からの判断であるが、メキシコのプラスチック業界が使用している射出成形機

は、以下のように推定される。 

 中小のプラスチック成形加工企業が使用している射出成形機は、ほとんどが油圧方式であり、

電動方式は極わずかである。 

 使われている成形機メーカーとしては、DEMAG や ARBURG などのドイツ製が多く、日本製は

IMPI に最近導入した TOYO を確認しただけであった。ただし、日本の成形機メーカーとして

は、日精樹脂工業がメキシコシティに支所を置く体制を敷いているとの情報や、住友重機が

DEMAG 社を子会社化したことなどの状況から供与機材メーカーの選定は、十分検討する必要

がある。 

 

④ プラスチック成形技術レベル 

  メキシコのプラスチック成形業界は、容器や日用品の成形が多く、今回訪問調査した民間企業も

菓子類の透明容器を成形する会社であった。このような会社の多くは、金型メンテナンス部門を

持たず、品質部門は不良品検査とバリ処理などの手直しを行う部門として位置づけられている。

また、技術・技能者に対する訓練も十分に行われていないので、射出成形工程や成形条件、金型、

プラスチック材料などの知識や実技経験も不足しており、工程内における品質を向上させる生産

技術力が弱い。以上のような状況から判断すると、メキシコのプラスチック成形業界の技術レベ

ルは、タイやマレーシアなどのレベルに達していないのではないかと推定される。 

 

⑤ メキシコのプラスチック成形加工分野支援に関わる公的機関の概況把握 

  メキシコのプラスチック成形加工分野の支援としては、「人材育成」、「研究開発」、「試験・分析」、

「規格・証明」、「情報・出版」、「協会・商工会」などがあり、IMPI などの民間機関も多くの分野

に関係しているが、主な公的機関を以下に記す。 

 

支援分野 支  援  機  関 

人材育成 CONALEP/ CNAD / UNAM / CIATEQ / CIQA 

研究開発 UNAM / CIATEQ / CIQA 

試験・分析 UNAM / CIQA 

協会・商工会 （ANIPAC / CANACINTRA）←民間団体 
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  なお上記の複数の公的支援機関が挙げられるが、本プロジェクトが狙う技能工レベルの産業人材

育成機関はない。即ち、CIATEQ（ケレタロ州）は研究開発指向が強い大手企業とのプロジェクト形

成を目指す研究支援機関（下表参照）、CIQA も同様の指向で化学分野に特化している。UNAM は自治

大学でありプラスチック先端素材等の研究等にテーマが限定されている。 

 

 表 CIATEQ のプラスチック射出成形関連技術の研修内容とその他研修 

プラスチック射出成形金型設計研修コース（開催場所：ANIPAC、総研修時間：375 時間） 

№ カ リ キ ュ ラ ム 名 称 時間（Hrs） 

1 科学とエンジニアリングプラスチック 10 

2 プラスチック射出成形 20 

3 プロジェクトマネージメント 20 

4 幾何公差と調整寸法 30 

5 ３次元 CAD 設計 30 

6 プラスチック製品の設計と開発 30 

7 設計検証 80 

8 金型設計 80 

9 製造工程や保守の概念 50 

10 計測とテスト 20 

 

 その他研修コース 

№ コ － ス 名 称 コスト（Pesos） 

1 商品開発とラピッドプロトタイピング 2,000 

2 統計的工程管理 4,000 

3 合成樹脂事業の特性 2,000 

4 高分子の合成と特性評価 2,100 

5 問題の分析と意思決定 2,000 

6 特殊プラスチック射出成形金型の設計 62,500 

7 プラスチックと環境への影響 2,000 

8 ビジネスプロセスの改善 2,000 

9 金型メンテナンス 31,500 

 

⑥ CNAD、IMPI による研修コースの現状、機材の確認 

 ア）CNAD 

 2010 年 2 月時点での CNAD の組織は、所長直属に 3部門（技術研修部門、評価・資格、総   

務管理）があり、それぞれ 8 名、31 名、17 名の人員構成で CNAD 総数 59 名である。予算

実績は教育省から配賦される予算（Chapter 2000:Materials & Supplies, Chapter 3000：

General Services）は2004年から2009年の間において変化なく3,017,315ペソであるが、

その他の項目の CNAD 独自の収入は毎年バラツキがある（全体予算の 17%～1.2%）。現 Jimmy
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所長が在職しての2年間では、教員研修受入人数が2007年比で2.9倍/2008年、4.7倍/2009

年と急速に上昇した実績があり、活性化が図られていることが理解できる。年間の研修計

画、教育計画が効果的に策定されており、メカトロニクスと制御工学に関してはシステマ

チックな活動計画が 2009 年 8 月から 2010 年 7 月にかけて設定されている。このほかに大

学生向けの 40 時間研修コース、5つのテーマ構成からなるメカトロニクス/自動化研修コ

ースなどが主な教育活動である。なお、2009 年 9 月にはメキシコシティの CETIS 教員を

対象にプラスチック成形技術基礎講座（8時間ｘ15 日、座学のみ）を開催した実績もある。 

 CNAD への供与機材として主なものは、プラスチック射出成形に係る技能工育成を主目的

とする教員教育となることから、射出成形機 2台（50 トン/100 トン）とプラスチック材

料処理用機材類、メンテナンス実習用機材備品類、試験・分析機器等が考えられ、総機材

費は 7000 万円程度と予測（別紙‐Ⅱ）。なお、CNAD 側からは、研修用金型の内製加工の

狙いで CNC 型彫り放電加工機の調達希望が出されたが、技能工育成を狙いとすること、し

たがって、金型設計・加工の技術移転は重要項目とならないこと、更には、現在保有して

いる工作機械類では金型加工に性能面で不十分な面（剛性、主軸性能など）があるため、

協議の上で取りやめとしている。 

 第 1 次調査時に CNAD 側から RP（Rapid Prototyping）装置の要請が出されたが金型設計

製作に直接必要とされる設備ではないこともあり、第 2次調査時では削除されている。 

 CNAD の射出成形実習室の大きさは、やや狭いと感じられるが、50 トンと 100 トンの 2台

の射出成形機なら実習に支障のない大きさと思われる。 

 第 2次調査の段階で、プラスチック材料評価の目的で万能試験機の供与希望が強くなされ

た。本件は、メ国が原油産出国であることから、ある意味では CNAD の教育機能を活用で

きるとも思えるが、原油産出地（アルタミラ）に近いタマウリパス州シウダビクトリアに

CNAD 支所を将来設置する予定があることから、メキシコシティの CNAD ではなくシウダビ

クトリアの CNAD がプラスチック材料技術については担当するのが適切と思える。 

 

 イ）IMPI 

 IMPI は民間企業で、民間企業の経営幹部を主対象とするプラスチック成形技術の研修コー

ス（受講料：40 万円）を開催運営している。研修ビジネス以外では、プラスチック成形業

界誌の発行、プラスチック成形品の土産物の企画製作などを営んでいる。 

 日本製（TOYO）の最新電動式射出成形機（100 トン）１台とドイツ製（Demag）の油圧式射

出成形機（200 トン）１台が設置されており、研修希望は企業の保有している油圧式が圧倒

的である。 

 射出成形機の他に押出し成形機、ブロー成形機各 1台（小型教育用）が設置されている。 

 

⑦ DGETI 傘下の職訓校の現状・インストラクター育成に対する要望把握 

  DGETI 傘下の職訓校としては、38 年前にドイツの援助により設立された CETMA を調査した。CETMA

の現状は、以下の通り。 

 現在は｢鋳造｣、｢工業電気｣、｢工業機械｣の 3学科があり、将来は｢プラスチック成形｣学科の

追加を計画している。 
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 CETMA は中卒で入学し、卒業後には大学にも進める 3年間の｢高専コース｣と、卒業後就職す

る 4 年間の｢職業人コース｣がある。訓練生の数では、高専コースが約 70％、職業人コース

が 30％であり、職業人コースの就職率はほぼ１００％。 

 施設、設備は古いがよくメンテナンスされており、プログラムボードなどドイツシステムに

よる効果的な実技教育が行われている。 

 鋳造学科を除くほとんどの指導員が CNAD の研修を受けており、新しいプラスチック成形研

修では実際の機械設備を使った研修の充実を要望している。 

 メキシコシティ近隣では鋳造コース卒業生の引き合いが減少する傾向であったことから、

2009 年で鋳造学科の生徒募集を終了し、新たにプラスチック成形学科を新設する予定で準

備が進められている（2010 年 2 月調査）。 

 

２）調査・検討すべき活動内容とその調査結果 

① CNAD における職訓校インストラクターや中小企業の技能者育成に関わる課題の把握 

これまでの調査では、CNAD が職訓校のインストラクターや中小企業の技能者を育成する上で大き

な支障となる懸念材料はないが、今週、CNAD の組織、機能、人員、予算、研修コースの種類、C/P

のプロフィールが明らかになる予定なので課題を把握し、分析する。 

 

調査結果からは、大きな支障となる懸念材料はないと判断した。強いて言えば、C/P が 4 名から 9

名に増員されているが、この 9 名のプラスチック成形に関する保有知識や経験量に相当の開きがあ

るため、日本人専門家からの技術移転のレベル設定や教育速度等に工夫を必要とすると思われる。 

 

② CNAD による中小企業向け技術移転（診断・指導）の展開に関する実現可能性 

診断・指導は一般に実践経験を必要とされるので、従来の方法では難しいと思うが、各種分析評価

機器や解析ソフトを充実させることにより、ある程度実現する可能性がある。今週 C/P のプロフィ

ールが明らかになる予定なので、この点についても確認したい。 

 

上記（１）に記したごとく、C/P の初期能力に大きな開きがあることを合わせ考えると、中小企業

向けの技術移転は、必要以上に重要テーマとすることは避けるのが好ましいと思える。技術移転と

いう一方向からの教育を目指すのではなく、CNAD の C/P 自身が民間企業の実態を把握することやプ

ラスチック成形学科を卒業した産業高校生のその後の活躍状況を直接把握し、その結果をフィード

バックする等の狙いで民間企業と積極的に接点を持つ等の活動も考えられる。 

 

③ プラスチック成形分野の公的人材育成機関、民間企業からの更なる情報収集 

プラスチック成形分野の公的人材育成機関としては CNAD と UNAM を訪問調査し、民間企業として

は COREA 社を調査した。民間企業に関する補足情報の入手源として ANIPAC（プラスチック成形関連

企業組合）とミーティングを持ち、第 2次調査時点で CNAD が提案した技能工レベルにニーズが強い

ことを確認した。今後、必要と思われる情報としては、数社の中小企業（大手、中堅、中小零細の

規模）に日系関連企業も含めた代表数社からの「欲しい産業人材の生の声」であろう。 
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④ 基本的な投入内容（対象技術、投入規模、期間など）に関する検討 

調査内容を踏まえて基本的な投入内容を検討し、第 2次調査時の R/D 案としている。 

 

2  産業人材育成 

 プラスチック成形関連企業の生産現場の人材は、スーパーバイザーレベルの技能工（テクニシャン）

は工業系高校卒が主であり、射出成形機の作業員（オペレータ）はほとんどが中卒の女性である。ま

た、金型メンテナンス部門を持つ企業では、金型メンテナンサーは工業系高校を卒業後に有る程度の

装置知識を OJT で身につけた後に金型メンテナンス担当となる経緯が多いようである。今回のプロジ

ェクトで最終的な産業人材1として対象となる、前述の工業系高校の卒業生には専門的知識と実践教

育の機会はほとんどない状況にある。中小企業の生産担当課長クラス以上には民間企業（IMPI）等の

プラスチック成形技術研修コースを受講するチャンスがあるが、ここで得られた主に理論的技術がス

ーパーバイザーや金型メンテナンサーに社内教育として伝授されることは、メキシコの階層文化が残

る環境では標準的には行われていない。 

 

１）監督官庁・関連機関・制度・指導者のレベル・カリキュラム・資格 

① 監督官庁 

 当該プロジェクトの実施機関は公共教育省（SEP）の下部組織の一つである産業技術教育局（DGETI）

が管轄する職業技術教育活性化センター（CNAD）である。 

 

 教育省とその傘下の CNAD の関係組織 

       計画調整次官局            ｛独立法人格｝ 

        事務局                  国立ポリテクニック大学 

        基礎通常教育次官局            国立職業技術高校（CONALEP） 

        特別連邦区教育事業次官局 

        科学研究・高等教育次官局 

  教育省   技術教育研究次官局      

              中等技術教育局 

産業技術教育局（DGETI）  

 CNAD（職業技術教育活性化センター） 

 

 CETIS（産業技術高校） 

 CBTIS（職業高校） 

 

工業大学局 

農林技術局 

海洋技術局 

職業訓練センター局（DGCFT） 

職業訓練研究開発センター（CIDRORT） 

 

 CECATI（国立職業訓練センター） 

 ICATHI（州立職業訓練センター） 

 

        国立技術教育システム庁 

        国立科学技術審議会（CONACYT）・・＜大統領直轄に組織改訂された＞ 

                   CIDESI、CIATEQ、CIQA、その他  

                                            
1産業人材育成の定義：雇用や起業につながる生産活動の実現に必要な実践的技術・知識の習得に加え、

勤労態度や心構えなどの非技術的要素の習得をも目的とする教育・訓練の課程と JICA の技術教育・訓練

では定義されている。 
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産業技術教育局（DGETI）は工業技術教育に関する中等教育部門を管轄しており、その下部組織に

本プロジェクトの実施機関となる CNAD（職業技術教育活性化センター）と 2つの工業系の高校 CETIS

（産業技術高校）、CBTIS（職業高校）がある。CNAD の機能は、CETIS と CBTIS に所属する教員に対し

て主にメカトロニクスの専門課程を開設し、能力向上の研修を実施して人材育成と再教育を行うこと

にある。 

 

② 関連機関 

当該プロジェクトに関連ある機関として次表内容の機関が挙げられる。 

 

表 当該プロジェクトに関連ある機関とその概要 

関連機関 関連内容 備考 

GDETI 

（産業技術教育

局） 

公共教育省の副省の下に位置し、実施機関の CNAD を管轄する機

関。CNAD の予算承認及び CETIS、CBTIS の教育カリキュラムの許

認可を決定する。 

調査実施 

CETIS 

（産業技術高校） 

CNAD のカウンターパートが CETIS の教員を指導する関係となる。

生い立ちは産業技術専門課程の高校であったため、大学進学コー

スはなかったが、その後の改訂で大学進学可能なカリキュラムに

再編されたため CBTIS と差異がなくなった。 

調査実施 

CBTIS 

（職業高校） 

CNAD のカウンターパートが CBTIS の教員を指導する関係となる。

当初より大学進学が可能な工業技術系高校である。CETIS ととも

に、一般教養課程もカリキュラムに盛り込まれた日本の工業高校

と解釈できる。 

GDETI に

て情報収

集 

ANIPAC 

（メキシコ・プラ

スチック工業会） 

 

プラスチック業界の代表として政府とのパイプを持つ民間業界

団体で、国内産業の適正な成長のための政策要請から生分解性プ

ラスチックの規定作成まで広く対応。プラスチック産業界のニー

ズ把握や技術移転の普及等において当機関を有効に活用できる

と思われる。プラスチック成形技術の強化のために CIATEQ、

CONALEP、UNAM との相互協力関係を有している。 

調査実施 

CONALEP 独立法人格を有す「国立職業技術高校」である。 

Japan Maquiladora Association（日本企業の業界団体：JMA）と

協力して北部国境地域の日系企業を主対象にプラスチック成形

技術を含む職業訓練支援を企画中との情報がある。  

未調査 

CIQA SEP 管轄の産業技術支援センターで、化学工学分野の研究支援が

主な活動。1997 年～2000 年に JICA の要素技術移転開発調査プロ

ジェクトでプラスチック成形技術の要素技術移転と機材供与が

実施されている。 

GDETI に

て情報収

集 

CIATEQ SEP 管轄の産業技術支援センターで、ケレタロに本部がある機械

工学分野の研究支援センター。プラスチック成形技術はサンルイ

スポトシ支部が管轄しており、プラスチック成形技術と金型設

計、メンテナンス等に関する研修コースが実施されている。 

調査実施 

UNAM 

（メキシコ自治大

学） 

UNAM の材料研究所（大学院コース）では、ポリマー関係の研修

セミナーを有償で民間企業の経営者、技術者を対象に実施してい

る。 

調査実施 

CECATI（産業職業

訓練センター） 

公共教育省職業訓練センター局（DGCFT）管轄の職業訓練センタ

ーでプラスチック成形科目を有すとの情報がある。 

＜情報源：メキシコ職業能力評価制度より＞ 
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 上記の公的機関と工業会以外に、IMPI（Instituto Mexicana Del Plastico Industrial,S.C.）、

IMECPLAS（未調査）の 2社の民間企業がプラスチック成形関連技術の研修コースの提供、コンサルタ

ント、情報提供等の有償業務を行っている。 

 

③ 制度 

ア）CNAD で教育を受けるための特権 

職業訓練コースを受講する全国の CETIS・CBTIS の教員はメ国の職業訓練支援ファンドから助成

金を得ることができる。受講する教員は、この助成金を CNAD 通学のための宿泊費・生活費に当て

ることで個人負担のほとんどを無くすことが可能となっている。 

例：（24 名の先生ｘ6ヶ月）×前期（メカトロニクス制御）、後期（工作機械、CADCAM）のカリキ

ュラムで 48 名の職業訓練センターの先生を教育。各研修期間の予算が DGETI から供与されてい

る。 

イ）新設カリキュラムの採択と内容の許認可 

  本プロジェクトがテーマとするプラスチック成形技術は、2009 年 2 月の時点では CETIS・CBTIS

のカリキュラムとしては認可されていない。この新規カリキュラムの新設に対する認可は DGETI

の担当課が行う。 

ウ）CETIS、CBTIS のカリキュラムの作成・改訂 

CETIS と CBTIS のカリキュラム内容は DGETI と CNAD が協   

議を行って案を作成し、GDETI のアカデミア課がその採択可

否を行う。DGETI 傘下の CETIS と CBTIS の教員は、次年度の

年間カリキュラム改訂のため年に 2 回全国から召集され集

合研修形式の教育を受けている（写真参照）。 

エ）指導者のレベル 

下表に関連機関の指導者（C/P を含む）のレベルを 4項目

の評価指標で評価した結果を記述した。なお、評価項目は、専門教育と実践教育の 2項目は、高校

教員としての能力評価指標、後者 2項目の産業ニーズ対応力とコーディネート力は、産業界・民間

企業に対する技術支援能力の判断指標とした。評価点は 5段階評価で（５）を最高点の目指す能力

目標レベルとしている。 

 

表 指導者の教育能力レベルの評価結果（第 1次調査時点） 

指導者のレベル評価結果（評価点；最高５） 関連機関 

専門教育（理論） 実践教育 産業ニーズ対応力 コーディネート力 総合評価 

 CNAD 

メカトロ制御 

 

 

 

 

 

メカトロ担当 

教員の評価 

JICA 研修成果に

より限られた分

野 に 関 し て

CETIS、CBTIS の２

つの高校に在籍

する先生の指導

が可能 

 

評価：５ 

研修機材を用

いた教育やロ

ボット製作を

通じた教育を

実践しており、

メカトロ制御

に関しては実

践対応能力を

有す。 

 

評価：５ 

メカトロ制御は合

理化・省力化の手

段のため、各企業

の生産現場の生産

性向上手段の判断

能力を要すが、こ

の能力が欠如して

いるため、民間ニ

ーズ対応力は低い

評価：２ 

1)対象となる専門

高校の先生の教育

に関しては高い 

評価：４ 

 

2)民間企業に対す

る教育カリキュラ

ム制作コーディネ

ート力は低い 

評価：１ 

1) 

 

 

 

評価： 

４．０ 

2) 

 

評価： 

３．２５ 
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プラスチック 

成形技術 

 

 

 

 

 

C/P の評価 

プラスチック材

料基礎のみが現

時点の対応科目。

C/P 候補者の民間

企業経験は評価

できるが、理論教

育能力は不十分 

評価：２ 

C/P 候補者は民

間経験を有す

が、教員指導能

力は現時点で

は不十分と判

断 

 

評価：２ 

民間企業経験者の

比率が高いことか

ら情報収集力はあ

るが、対応力自体

は技術移転テーマ

となる。 

 

評価：２ 

左記に同じ 

 

 

 

 

 

 

評価：１ 

評価： 

１．７５ 

IMPI 
（射出成形技術） 

カリキュラム作

成の情報源は各

種の外部情報を

活用したもので

あり、IMPI 自身が

蓄積したデータ

に基づく理論で

はない。 

評価：３ 

関連機材を有

すが、操作担当

者の実践経験

に限界がある

ため十分な実

践教育は期待

できない。 

 

評価：２ 

1)経営層に対する

ニーズには一応に

満足されている。

評価：４ 

 

2)技術者・技能者

層のニーズ対応力

は低い。 

評価：２ 

1)業界動向や統計

分析などの情報発

信力は高い。 

評価：４ 

2)民間企業の技術

向上コーディネー

ト力は左記と同理

由により低い。 

評価：２ 

1) 

 

評価 

３．２５ 

 

 

2) 

評価 

２．２５ 

CETMA 
（高専コース） 

 

 

 

 

 

（独系コース） 

 

 

大学進学コース

であり専門教育

を実施するが内

容的には陳腐化

が見られる。 

評価：４ 

 

4 年間で専門カリ

キュラムが提供

されるが内容的

には陳腐化が見

られる。 

評価：４ 

3年間コースで

は実践教育に

は重きが置か

れていない。 

評価：２ 

 

 

4 年間で初歩か

らある程度高

度な産業技術

の実践教育が

行われる。 

評価：５ 

産業ニーズに対応

可能な教材・機材

が整備されていな

い、教員と産業界

のコンタクトが乏

しい。 

評価：１ 

機材は古いが基礎

理論と実践を習得

した人材の産業界

への提供が可能。

 

評価：４ 

左記に同じ 

評価：１ 

 

 

 

 

 

カリキュラムは固

定化されているた

めコーディネート

力はない。 

 

評価：１ 

高専コー

ス 

評価：   

２．０ 

 

 

 

独系コー

ス 

 

 

評価： 

３．５ 

UNAM 
（ポリマー材料 

研究所） 

ポリマー材料に

関する研究レベ

ルは高い。 

 

評価：５ 

実 践 教 育 は

UNAM 大学院コ

ースには含ま

れない。 

評価：対象外 

研究テーマとして

両者間で合意され

た課題のみ対応す

る。 

評価：対象外 

左記に同じ 

 

 

 

評価：対象外 

 

 

 

評価： 

対象外 

 

 

 上の評価表を棒グラフ化したものを図 3 に示した。CNAD メカトロプロジェクトで供与された機材

による実践教育とCETMAの独国プロジェクト時に供与された機材を活用したCETMA独系教員指導力の

グラフが特に実践教育が充実していると評価した。その他の機関においては、機材不足または専門知

識と射出成形機等の設備操作能力の未熟さにより実践教育が不十分であることがメキシコの工業技

術教育の特徴といえる。 

 また、教員または職業訓練実習生のようにある程度定型的な教育カリキュラムによる能力育成が可

能な環境であることから、民間企業に対して求められる産業ニーズ対応力や教育カリキュラムのコー

ディネート力についても公的機関は低い値で評価した。 
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図 3. CNAD 関連機関の指導能力評価比較 

 

オ）カリキュラム 

 下記は第 1 次調査時の目標設定案である。しかし、第 2 次調査時点で CNAD 側より技能工レベルの

育成を目標とすることが提示されたため、CETIS/CBTIS のプラスチック成形コース卒業生の目標設定

は日本のプラスチック技能検定 3級を最低ラインとして設定する案に修正された。 

 

第 1 次調査時：プラスチック成形関連技術に関して今回調査を行った関連機関のカリキュラム概要

は以下の通りである。結論としては、中小企業、零細企業の技術者・技能者層を対象としたプラスチ

ック成形関連技術の研修教育は現時点ではないといえる。なお、本プロジェクトが目指す CETIS や

CBTIS から排出される人材（卒業生）能力の目標は、日本のプラスチック製品製造業の職業能力評価

基準を適用して表現すると、レベル２～レベル３の中位から下位の層といえる。 

 

 レベル２：グループやチームの中心メンバーとして創意工夫を凝らして自主的な判断、改善、提案

を行いながら業務を遂行するために必要な能力水準。（技能検定 2級程度；班長級） 

 レベル３：中小規模もしくは業績影響度が通常程度の組織の責任者、または、高度専門職・熟練者

として、上位方針を踏まえて管理運営、計画作成、業務遂行、問題解決等を行い、企業

利益を創出する業務を遂行するために必要な能力水準。（技能検定 1級程度；係長級） 

 

表 プラスチック成形技術研修コースの提供機関のカリキュラム概要解説表 

関連機関 プラスチック成形関連技術のカリキュラム内容 備考（受講料金等）

CNAD ・ プラスチック成形関連技術のカリキュラム用教材は①プラスチック材

料の基礎、②射出成形技術基礎、③押出成形技術基礎の３コースが作

成されている。 

・ 実際の教育はプラスチック材料の基礎のみを民間企業を対象に実施。 

CETIS,CBTIS の先生

に限定 
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・ CNAD が対象とする２つの専門高校は、現時点ではプラスチック成形技

術のカリキュラムの認可が DGETI より得られていない。 

・ 2009 年秋期にメキシコシティの CETIS 教員 4名に対しプラスチック基

礎の研修（座学のみ）を実施している。 

IMPI 
(民間企業) 

・ 民間企業の部長、課長レベルを対象としたプラスチック成形技術の研

修コースを提供。 

・ 実践教育は指導員の能力の限界等により充実していない。 

6 万ペソ/人 

（42 万円/人） 

UNAM ・ ポリマー材料の基礎知識の研修セミナーを民間企業に提供した実績が

ある。 

20 万ペソ/セミナー 

(140万円/セミナー)

CIATEQ ・ 射出成形、押出成形、ブロー成形、金型技術の４項目の技術人材育成

の研修コースを実施している。 

・ カリキュラム作成方針として、①企業ニーズに合わせる、②250 時間の

一般講座、③大卒エンジニアの専門能力育成である。 

・ 対応企業は中位以上の企業が主であり、個別企業に対してプロジェク

ト形態で直接的な協力を実施している。 

 

 

 

 図 4 にメキシコのプラスチック成形産業界の人材ニーズと現時点で提供されている教育研修カリ

キュラム並びにその対象者の関係をフロー図で示した。この図より、本プロジェクト実施の妥当性が

理解できる。なお、留意すべきこととして、CNAD が民間企業を対象に教育訓練サービスを提供する

場合、今時点でプラスチック成形技術の教育訓練サービスを業務としている IMPI 等の民業圧迫とな

らぬような配慮が必要であろう。 

 

 

 

 

                     あり 

 

           あり                 あり 

 

 

                             提供されていない  

 

 

 

                  ＜CNAD を実施機関とするプロジェクトの妥当性＞   

図 4. CNAD を実施機関とするプロジェクトの妥当性解説図 

 

カ）資格 

ⅰ）CNAD の指導教員の資格（C/P の潜行条件の必要条件） 

CNAD の指導教員となるための資格は次の通りである。 

a) DGETI が設定した職業訓練校の教員資格を満たした上で DGETI の先生の経験を有す 

b) CNAD が担当する専門分野（メカトロ制御、電子工学、IE：産業工学、コンピュータなど）の

専門能力 

プラスチック成形関連の中小零細企業のエンジニア・テクニシャンに対する 
                        教育訓練のニーズがあるか 

民間企業等からプラスチック成形技術に関する人材育成の教育機会が得られるか 

中小零細企業のニーズに合った教育訓練が 
提供されているか 

CIATEQ､IMPI（民間）等

による上級層の人材育成 
CNADを通じて職業高校等の教員の能力向上による

      工業系高校の人材育成が求められる 
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  当該プロジェクトの CNAD 側カウンターパートの人選においては、上記の条件に加えてプラスチ

ック成形関連技術の知識と経験を有すことが挙げられている。 

ⅱ）CETIS,CBTIS の卒業生の資格 

  CETIS（産業技術高校）、CBTIS（職業高校）の卒業生には、中等教育（日本の高等学校）修了の

資格であるバチジェラートが与えられる。そのため、両校とも卒業生は、中等教育の上の高等教育

機関（技術系単科高等教育機関、総合大学）の受験資格が得られる。CNAD に隣接する CETIS での

聞き取り調査では、CETIS 卒業生の 90%が高等教育機関への進学希望であるが、家庭環境等の制約

から 30%が進学し、残り 70%の内訳として 40%が専攻分野を活用できる企業への就業、20%が機械保

全関係、10%は無職とのことである。なお、CETIS と CBTIS の違いは、設立初期には CETIS は一般

教育課程を履修しない専門高校であったが、ある時期から一般教育課程も履修する総合カリキュラ

ムに改訂されたことから、現在では両校の差はない。 

ⅲ）日本のプラスチック成形に関する資格との関係 

  日本では対象プロジェクトのプラスチック射出成形に関する資格として技能資格（1 級、2 級。

単一特級）がある。本プロジェクトの CNAD のカウンターパートは CETIS、CBTIS の教員養成の能力

を習得する必要がることから、かれらの習得目標は日本の技能検定制度を当てはめた場合、職業訓

練指導員免許者に相当すると考えることができる。この職業訓練指導員免許者とはプラスチック製

品成形科訓練指導員免許者のことであり、1級技能検定に合格した者で、職業訓練指導員の講習を

48 時間修了した者に与えられる資格である（注記）。また、CETIS、CBTIS の卒業生と日本の技能検

定の関係では、卒業後 2年以上の実務経験で技能検定試験 2級の受検資格を得ることができること

となる。したがって、CETIS、CBTIS の卒業生の育成目標の参考度合いとしては、卒業後 2～3年で

日本の技能試験 2級相当の能力となることなどが考えられる。 

注記：出典；プラスチック成形読本、「技能士と技能検定制度について」 

 

3  メキシコ政府による産業人材育成に関する戦略と課題 

 メキシコにおける産業人材育成のための技術教育訓練及び職業訓練は、フォーマル及びインフォー

マルセクターの両分野を含めて教育省（SEP）と労働社会保障省（STPS）が管轄している。今回のプ

ロジェクトの実施機関を管轄する教育省の傘下に、産業技術高校(CETIS)と職業高校(CBTIS)並びに両

者のメカトロニクス分野の教員の育成と再教育を担う CNAD 等を管轄する産業技術教育局（DGETI）と、

民間需要の多い職業分野（例えば、看護、医療、会計、その他）についてのみ短期コースで職業訓練

を実施する約 200 校の国立職業訓練センター（CECATI）と州立職業訓練センター（ICATHI）の両校を

管轄する職業訓練センター（DGCFT）がある。前者の CETIS、CBTIS においては、3年間の就学期間に

学生 1人当りに 6万ﾍﾟｿ（約 42 万円）の税金を費やすこととなるため、政府の教育戦略として産業界

で活躍できるエンジニア、テクニシャンを輩出させることを産業技術教育局（DGETI）は学校側に求

めている。 

 その一方で、以前は教育省傘下にあった国立科学技術審議会（CONACYT）を数年前に大統領府直轄

に組織変更し、独立採算的経営に基づく先端分野の科学技術振興策を展開し、より産業界のニーズに

見合うような施策を実施している。この流れを受けて、JICA によるプレス加工技術向上プロジェク

トの実施機関である CIDESI や、プラスチック成形技術の研修コースを民間支援サービスとして活動

中の CIATEQ などが、活発に国営公社や大手民間企業等と大型プロジェクトを締結して研究開発の充
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実が図られている。 

 しかし、プラスチック成形技術分野の調査結果からメキシコ産業界全体への寄与度を考えた場合、

前者の技術教育においては産業界のニーズに適合できる人材育成を育成するために必要な能力が産

業技術･職業高校教員に備わっているかどうかが課題として挙げられる。また、後者の先端分野の科

学技術振興においては、独立採算的運営方針の故に、各研究機関が独自の収益確保に走りがちで産業

界に対して積極的な研究開発提案を行っているものの、研究領域が重複して相乗効果の追究が成され

ないなどの非効率性が見受けられる。 

 

メキシコ・プラスチック成形産業の現状と課題：[参考－I]、[参考－Ⅱ] 

項目 現  状 課  題 

 プラスチック消費量（485 万トン）は、

年 5～6％成長している 

 全消費＋輸出量合計（600 万トン）の 4割

（250 トン）を輸入に頼っている 

 消費量の 48％が容器、23％が日用品  品質よりもコスト重視の生産 

 消費量の 85％が汎用プラスチック材

料。エンプラ2は 9％のみ 

 自動車や電気・電子部品などエンプラ使用

の精密成形に対応できない 

 プラスチック成形業者は全国で 3500 社  60％が従業員 10 人未満の零細企業 

 1995 社（57％）が射出成形主体の企業  油圧式の古い射出成形機を使用 

 ほとんどの射出成形メーカーでは、取

出しロボットを使用せず、成形機 1 台

に 1人の作業者がバリ処理している 

 取出しロボットを使った自動生産による

品質の安定化、省力化が進まず、バリ処理

が常態化している 

産業 

 ANIPAC3会員企業の多くは、国内市場向

けのため、経済危機の影響は小さい 

 外資系を含む自動車部品成形メーカーは、

経済危機の影響大 

 ほとんどの成形メーカーは、金型メン

テナンス部門を持っていない 

 メンテナンスされた金型を必要とする精

密成形に対応できない 

技術 

 精密金型は、米欧アジア諸国から輸入 

 金型産業は極わずかあるのみ（50 社）

 金型技術の内、特に“金型設計技術”と“金

型仕上げ技術”が低い 

 15 万人の直接雇用、100 万人の間接雇

用を生み出し、年間 1 万人の技術・技

能者を必要とする 

 プラスチック材料について教育する機関

は僅かにあるが、成形や金型技術について

の教育は、非常に少ない 

人材 

 DGETI4傘下の学校（CETIS5や CBTIS6な

ど）は、全国で 433 校あるが、プラス

チック成形コースを持つ学校は無い 

 成形技術を教える IMPI7の受講者は、管理

職や経営者が主であり、技術・技能者の育

成機関はほとんどない 

 

 

                                            
2 エンジニアリングプラスチックの略称であり、高機能、高性能プラスチック材料の総称 
3 メキシコ・プラスチック工業会 
4 教育省所管の産業技術教育局 
5 産業技術高校 
6 職業高校 
7 プラスチック工業研究所（民間機関） 
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4  過去・現在における政府・他ドナー等の対象分野案件 

 第 1次調査、第 2次調査の結果、対象分野におけるメキシコ政府または他ドナーによる類似案件は

実施されていない。過去において、1996 年より 1997 年にかけて実施されたメキシコサポーティング

インダストリー振興マスタープラン調査の結論で提案された「メキシコ国要素技術移転計画調査

（1997 年 8 月～1999 年 11 月）」のプロジェクトにおいて CIQA（応用化学研究センター；コアウィラ

州）に、プラスチック成形技術と生産管理の内容が座学形式で技術移転されている。しかし、CIQA

自体の指向が研究支援センターであることもあり、移転された指導内容はその後において効果的成果

に結びついているとはいえない状況にあることが JICA のプレス技術向上プロジェクト第 1 次調査報

告書より読み取れた。 

 

5  CNAD の現状と課題 

1）施設、機材：[参考－Ⅲ]、[参考－Ⅳ] 

（１） CNAD には、プラスチック成形技術・技能教育に活用できる機材（工作機械類、CADCAM シス

テム、計測・検査機器、ノギス・マイクロメータ・ゲージ類）が、メカトロニクスのプロジェ

クト供与機材としてすでに有り、適切に維持管理されている。しかし、第 2次調査野の時点で

産業人材の育成レベルを「技能工」に修正したことから、技術移転の狙いをプラスチック成形

基礎技術とメンテナンス技能にシフトさせた。この結果を受け、供与機材の内容も一部修正を

行っており、金型設計と加工に要する機材類は合意の上で削除されている。 

（２） ただし、プラスチック成形技術教育に不可欠な射出成形機及びその周辺機器が全く無いので

必要十分な仕様の機材を選定し、供与する必要がある。CNAD に供与が必要と思われる機材の総

計は、概算で 7,000 万円程度（FOB ベース）になると考えられる。 

2）インストラクター（C/P）：[参考－Ⅴ] 

（３） CNAD インストラクター（C/P）は第 1次調査時には 4人が決められており、別紙のように能

力、経験共に問題ない選定であった。第 2次調査時には、第 1次調査時の日本側の増員要請が

反映され 9名の C/P が選定され、素材技術系 3名、射出成形技術系 3名、金型組立・メンテナ

ンス系 3名の組織構成案とされていた。 

 

6  プロジェクトに求められるニーズ（プラスチック成形技術面） 

 技能工の育成を狙いとすることに変化したことから、第 1次調査時に対し多少の変更を加えた。な

お、日本人専門家から技術移転を受ける CNAD の C/P 並びに C/P から教員養成の指導を受ける産業高

校の指導教員は技能工を指導する立場であることから、プラスチック成形の総合技術を習得すること

とし、これらの各関係者（C/P、産業高校の指導教員、産業高校生）の指導目標の客観的レベル設定

を明らかにするため、日本のプラスチック成形技能試験の検定ランクを育成目標の指標として採用す

る案を提案した。 

1）必要な技術分野： 

以下に示す 3分野の技術が必要。ただし、金型組立・メンテナンス技術には、初歩の金型設計と

金型加工を含ませるものとし、過度の負荷を金型設計、金型加工には持たせないこととする。 

  ①プラスチック材料技術 ②射出成形技術 ③射出成形金型の組立・メンテナンス技術 

2）必要な日本人専門家 



 24

上記技術分野にそれぞれ 1名（合計で最低 3人）の長期専門家が、また、生産システム全般の指

導を日本人専門家の統括担当が兼務で対応する案が考えられる。なお、技術移転形態はシャトル方

式が技術移転の質的・効率的面で好ましいと考えられる。 

3）技術移転の範囲 

 ①技術移転の範囲と関連を持つ周辺活動との関係をコンセプトデザインとして図解した。図 5 の 

2 点鎖線の範囲が技術移転の範囲である。 

 ②民間企業の診断・指導については前述（第 2 章-2）-②）に記した内容を基本に実状に沿った効

果的活動をプロジェクト期間中に協議に基づき取り決めて活動することが好ましいであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 技術移転範囲を示すプロジェクトデザインコンセプト図 

 

 

7  課題分析 

以下ではプラスチック成形産業の人材育成について上段に第 1次調査時の課題分析内容を、下段に

第 2次調査時の課題調査結果を記した。結論として、第 2次調査の時点で、第 1次調査時の課題はほ

ぼ対処された状況にあることを確認した。 

① CNAD が現時点で選任したカウンターパート候補者は 4名であった。本調査段階で 4名の増員に

より総員 8名体制を要求し、CNAD を管轄する DGETI より対処するとの口頭見解が得られた。現

有の 4名は民間企業への早期支援を意識した人選であるように感じ取れる。材料・金型・射出

成形プロセスの 3要素で構成したプラスチック成形技術のカリキュラムの面からは、金型関係

（特に CAD 設計分野）の専門家が配置されていない。金型技術に重点を置かないにしても金型

技術を排除することは出来ないため、先行してプロジェクト活動中の CIDESI 等から参考意見
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も聞き、かつカリキュラムで求められる人材能力を日本側と意見交換することで追加する 4名

を加えた最適なチーム編成が必要である。プロジェクトの C/P の人選は 5項目評価に対し、効

率性、目標達成度、自立的発展性に大きく関わる重要な事項である。 

 

第 2 次調査結果：C/P は増員され 9名の体制で準備が成されていた（参考－Ⅴ参照）。 

 

② CNAD 側との民間企業支援の具体的すり合わせが今後更に必要である。CNAD 側は安易に民間企

業支援を構想しているように受け止めたが、公的機関と民間企業との対策スピードの感覚のギ

ャップ、投資コスト、金型等の貸与品とその取扱いの限界、提案結果に対する補償のリスク等

の様々な課題が想定できるため熟考を要す。なお、プロジェクト期間では、1回/週程度が民間

企業に対する支援時間配分が限界であろう。 

 

第 2 次調査結果：産業高校卒業生の就職先が効率的にプラスチック成形関連企業となること、

更に、卒業生に対する就職後の継続的な支援等の活動を通じて民間企業のニーズを把握し、

CNAD での教育カリキュラムに反映させる狙いから、民間企業とのパイプ形成を積極的に検討す

ることとした。 

 

③ メ国の職業訓練のための教育システムは複雑であるため、同国のプラスチック成形関連企業の

強化に資する産業人材育成に対する技術支援について、CNAD を通じた職業訓練が最適であると

の確認が必要である。なお、今回の調査においては、経済省・公共教育省の関係機関、ANIPAC

（プラスチック工業会）、CIATEQ、CETMA・CETIS の工業系中等教育機関、民間企業 2 社、民間

の関連教育企業 IMPI の全ての調査実施関係者から、本プロジェクトの産業人材育成の方法論

に関して強力な賛同が得られた。残る調査対象機関は例えば CONALEP（国立職業技術高校）、

CETMA に対する独プロジェクト構想などが挙げられる。 

 

第 2 次調査結果：教育省の上層部を交えての協議内容等からも本プロジェクトの実施機関は

CNAD が最適であることが確認できた。 

 

④ CNAD が教員指導を行って後の対象専門高校（CETIS、CBTIS）における教育機材の整備が現時点

では担保されていないため、技術移転成果の普及効果が全く期待できない恐れがある。なお、

2 月 6 日の DGETI との協議では機材調達に関する将来構想として米州世銀の活用等の具体的提

案もあり、日墨のさらなる協調作業によるアフタープロジェクト時点でロスを生じさせない機

材調達具体化の動きを期待したい。 

 

第 2 次調査結果：メキシコ産業技術人材育成にかかるインフラ整備向けの 2010 年政府特別予

算で約３～５億ペソ（約２１～３５億円）が準備され、３つのモデル産業技術高校（メキシコ

連邦区、ティフアナ市、ヴィクトリアシティ）の実習機材をこの予算で整備する前提で具体的

開校計画が進められていた。本年 7月頃の短期調査がメ国側から要請が出され、産業高校のカ
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リキュラム内容と関連機材について日本人調査員から助言することで実質的活動が開始され

る見込みである。 

 

⑤ JMA（Japan Maquiladora Association）が CONALEP を活用して北部国境地域の日系企業を主対

象とするプラスチック成形技術のレベル向上のための職業訓練校設立準備の動きがあるとの

情報を得た。本件との相互協力の可能性などを調査する必要がある。なお、前述情報は短期的

効果の追究である一方、本プロジェクトは中長期的スパンでの産業人材育成が目的となる。 

 

第 2 次調査結果：本調査結果の報告を在メキシコの日本大使館に報告した際、本件プラスチッ

ク産業人材育成プロジェクトのみならず、日本企業が必要としている人材ニーズに見合う人材

育成を常に念頭におき、日本の国益として日本企業にも裨益することが重要との認識が伝えら

れた。7月の短期調査の時点で、日系企業並びに関連するメキシコ企業の人材ニーズを把握し、

プロジェクトカリキュラムに反映することが好ましいと思われる。 

 

 

第3章 プロジェクトの基本内容 

1 上位目標 

工業高校がメキシコのプラスチック産業界に質の高い労働力を供給するように貢献する。 

 

2 プロジェクト目標 

CNAD のプラスチック射出成形技術に関わる工業高校教員研修能力が、メキシコのプラスチッ

ク産業界のニーズに見合うように強化される。 

 

3 成果 

(ア)CNAD インストラクターが、プラスチック射出成形技術に関して工業高校教員を研修でき

るようになる。 

(イ)CNAD において、産業界のニーズに見合った形で工業高校教員を指導するためのプラスチ

ック射出成形技術研修カリキュラムが策定される。 

(ウ)CNAD において、プラスチック射出成形技術研修コースが効果的に運営される。 

(エ)モデル工業高校におけるプラスチック射出成形技術コンポーネントが、メキシコのプラ

スチック産業界のニーズに見合った形で改善される。 

(オ)CNAD とメキシコのプラスチック産業界とのリンケージが構築される。 

 

4 活動 

(ア)メキシコ側がモデル工業高校におけるプラスチック射出成形技術を指導する教員を選定

する。 

(イ)本邦専門家とCNAD/DGETIが協働してモデル工業高校におけるプラスチック成形技術実習

機材を選定する。 

(ウ)本邦専門家とCNAD/DGETIが協働してモデル工業高校におけるプラスチック成形技術カリ
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キュラムをレビューする。 

(エ)本邦専門家が CNAD インストラクター研修計画を作成する。 

(オ)本邦専門家、CNAD/DGETI が協働して CNAD のプラスチック射出成形技術研修コースのカリ

キュラムをレビューする。 

(カ)本邦専門家、CNAD/DGETI が協働して CNAD のプラスチック射出成形技術コース向け供与機

材リストをレビューする。 

(キ)本邦専門家が、同上 CNAD 用供与機材の据付についてアドバイスする。 

(ク)本邦専門家が、プラスチック材料、射出成形技術、射出成形金型（メンテナンス）につ

いて CNAD インストラクターに講義する。 

(ケ)本邦専門家が、供与機材を活用して CNAD インストラクターの技術指導を行う。 

(コ)CNAD インストラクターがモデル工業高校教員に対する研修を実施する。 

(サ)CNAD インストラクターが本邦専門家の助言を受けて、モデル工業高校のプラスチック成

形技術コースの指導状況を監督する。 

(シ)CNAD と本邦専門家が、モデル工業高校の卒業生の効果的な採用に関して、モデル工業高

校とプラスチック産業界とのリンケージ構築を支援する。 

(ス)CNAD と本邦専門家が、プラスチック産業界の人材育成に関するニーズを把握するための

リンケージを確立する。 

(セ)CNAD が本邦専門家の助言を受けて、プラスチック産業界向けに基本的なプラスチック成

形技術に関するセミナーを開催する。 

 

5 投入 

専門家 4名（総括、プラスチック材料、射出成形技術、射出成形用金型メンテナンス） 

 

6 外部条件と前提条件 

メキシコにおいて劇的な政治･経済的な変化が起こらないこと。 

CNAD インストラクター9名が離職しないこと。 

 

 

第4章 団長所感 

 １ 第 1 次詳細計画策定調査団 

今回のプロジェクトは、メキシコ教育省産業技術教育局（DGETI）傘下の職業技術教育活性化

センター（CNAD）において、全国の職業訓練学校（日本の工業高校に相当）でプラスチックコー

スを開設すべく、その教員の養成機関である CNAD が現行のメカトロ分野に加え、新たにプラス

チック成形技術分野の教員育成を行っていくための所内のキャパビル案件である。 

CNAD は 94 年から 99 年にかけて JICA のプロジェクト方式技術協力（以下、プロ技）「メキシコ

職業技術教育活性化センター」プロジェクトを実施する過程で創設されたもので、プロ技ではメ

キシコシティ南東部に新設されたサイトでメカトロニクス分野の専門家育成を行った。機材供与

は約 6 億円に及び、延べ 14 名の長期専門家が派遣されるなど、JICA のメキシコにおける大規模

なプロジェクト展開が行われた。 
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この結果 CNAD は全国の工業高校でのメカトロニクスコースの教員の研修訓練を独自のスタッ

フにより実施してきており、その結果現在までに全国の 24 校の工業高校においてメカトロニク

スコースが開設されるに至っている。 

また 2005 年からの 5 年計画で、中南米諸国を相手に「応用ロボット工学」の第三国研修を実

施して来ており、JICA 協力で新設された組織が安定的にかつ着実に実力を養い、成長している姿

が見られるのは頼もしい限りである。JICA より供与された約 6億円の機材についても、健全な状

態でメンテナンスがなされ、周辺の整理整頓ぶりもあわせ、大事に扱われていることが良く理解

できる。CNAD 敷地内にある給水塔にはメキシコ国旗と共に日の丸が大きく描かれており、近所の

住民は CNAD のことを「日本の学校」と呼んでいるというのも誠に微笑ましい。 

今回の CNAD からの要請は、JICA 協力で行ったメカトロ分野のキャパビルと同様のプロジェク

トをプラスチック成形技術分野で新たに行うことである。具体的には CNAD のカヌンターパート

職員に対し、基本的なプラスチック技術、特に射出成型技術に関し、材料、加工、金型の 3つの

分野で基礎技術を移転し、彼らが CNAD において産業技術高校の教員に対して研修を行うカリキ

ュラム等の整備を行うものである。 

今回のミッションでは、CNAD の所長以下の職員を中心に、プラスチックコース開設への熱意を

伺うことができた。また隣接する国立第一産業技術高校（CETIS No.1）を見学する機会も得た。

機械、電気、メカトロ、情報等のコースを持ち、生徒数約 3,000 人というマンモス校であるが、

授業に望む教員の質や生徒の授業風景などを見ると、健全な職業教育が行われていることが実感

できる。CNAD においては、既にプラスチック技術者を 4名ほど確保済みであり、若く優秀な技術

者も配置されており、今後の業務拡大への意欲も伺える。 

したがって、JICA としては、メカトロで行った協力と同様のキャパビル案件として整理するこ

とが出来、また現在メキシコ国内においてはメキシコ産業技術開発センター（CIDESI）を相手に

プレス加工技術に関する技プロを展開中であることもあり、プロジェクトを実施する上での技術

的な問題点はなさそうである。 

ただ今回のミッションで一点確認が出来なかったのは、CNAD の上部機関である DGETI が明確に

今後の工業高校におけるプラスチックコース開設について確固とした方針を有しているかであ

る。いくら CNAD が前向きであってもそもそも予算、人員は DGETI の掌中にあり、またプロジェ

クト終了後に、実際に全国の産業技術高校でのプラスチック成形技術コースの開設を行うには、

教員確保や機材整備予算の確保など DGETI の責任が大きいからである。我々の滞在中も DGETI 局

長から何度か面会要望が寄せられたが、あいにく時間の関係で実現しなかったのは残念である。

変わりに DGETI 局長に対し、将来の産業技術高校でのコース開設に関する方針の確認と CNAD で

のカウンターパート人員の増強に対する意向確認を行うこととした。 

2009 年 3 月中に両方の事項について前向きの返答が得られれば、プロジェクトの実施に向けて

の問題点は大方解消されるので、新年度早々にプロジェクト内用を協議するミッションを派遣し、

本件協力を進めていくこととしたい。 

 

 ２ 第 2 次詳細計画策定調査団 

① メキシコ側の準備状況およびプロジェクトの開始時期 
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 本件については、事前の対処方針では来年度メキシコ技協予算が厳しい中で、メキシコ側準備状況

（各産業技術高校のプラスチック成形コースの開設、実習機材の設置）の遅れを想定して、案件の開

始を早くて 2010 年度後半と余裕を持たせていたが、メキシコ教育省側との初日のミーティングでメ

キシコ側による予算措置も含め準備が整っていることが示された。 

 

具体的には、３つのモデル産業技術高校のコース開設を本年９月から始めたいとの意向のもとコー

ス開設の準備を行っているとともに、近年重視してきているメキシコ産業技術人材育成にかかるイン

フラ整備向けの 2010 年政府特別予算で約３～５億ペソ（約２１～３５億円）がついたこともあり、

３つのモデル産業技術高校（メキシコ連邦区、ティフアナ市、ヴィクトリアシティ）の実習機材をこ

の予算で手当てしたいとの意向があることが判明した。 

 メキシコ側としては 2010 年特別予算で産業技術高校の機材を手当てできるこの機会に、JICA 側の

本件実施のコミット（RD 締結）を５月くらいまでに得られないと財政当局の右予算許可が困難にな

ることを危惧しており、また、３つのモデル産業技術高校にメキシコ側予算で設置する機材の選定と

コース設定について JICA 専門家の助言を得たいとの意向も持っている。 

  

 当初の対処方針では JICA 側の技協予算上の制約もあり開始を先延ばしにして計画していたが、こ

のようにメキシコ側の準備が整ってきていること、メキシコ側機材予算措置を確保する観点があるこ

と、JICA 側の予算上の制約については初年度を右機材選定・コース設定の助言のための専門家派遣

に絞り込むことにより対応可能であること、などから、R/D については本年５～６月くらいをめどに

締結し、最初の右専門家派遣を７月頃（つまりプロジェクトを７月ころから開始）とする方向で、メ

キシコ側と詳細協議を行った。 

  

 右方針は当初対処方針から若干方針転換するものであったが、最大のネックであった２点（①JICA

側の 22 年度予算の制約、②メキシコ側の産業技術高校でのプラスチックコース開設の見通し）をク

リアする点で現時点での最善の策と判断されたことから、あくまでも開始時期等については暫定案と

して変更もありうるとの合意の下、R/D 案、PDM 案、暫定 PO を添付したミニッツをメキシコ側と署名

した。 

  

② 本案件の妥当性 

 

 メキシコは石油産油国であるが、右石油精製によるプラスチック樹脂の生産は行っているものの、

より付加価値をつけるプラスチック加工産業が育っていない現状の中、近年プラスチック加工産業を

振興すべく施策を行うとともにプラスチック成形にかかる産業人材の育成に重点を置くようになっ

てきている。 

 また、JICA 事務所においてもメキシコの ODA 卒業を視野に入れた形で技協予算が絞り込まれてき

ている中で、近年は現地進出の日系企業にも裨益する協力を効率的に行っていく観点から、日系企業

の現地部品調達率を上げていくことに将来的に寄与するような案件設計を本件協力に期待している。

そのためにはプラスチック産業人材育成に当たっては入り口段階のカリキュラムの策定から民間産

業界のニーズを的確に反映していけるような仕組みを盛り込んでいくとともに、育成された産業技術
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高校レベルの人材が卒業後迅速に民間プラスチック産業界に雇用される様な仕組みを構築していく

ことが求められる。具体的にはカリキュラム策定の官民度合同の委員会や、卒後の就職斡旋を民間団

体の ANIPAC のイニシアティブで進めることや、高校在籍時から民間企業へのインターンを通して雇

用促進につなげていく措置などが考えられる。 

 なお、メキシコ側はプラスチック成形技術全般の産業人材育成コースを開設する予定であるが、対

象としては広範にわたるため、本プロジェクトによる日本側の協力は主にプラスチック射出成形技術

を中心に絞り込み、右技術移転の過程でメキシコ側がその成果をプラスチック成形技術全般の技術教

育に適用していく方策を採ることとした。 

 

③ C/P 機関 

 

 本件 C/P 機関は、過去我が国の無償資金協力で設立を支援した職業技術活性化センター(CNAD)であ

り、併せて実施したメカトロニクス分野産業技術高校指導員育成のプロ技「職業技術教育活性化セン

ター」(94-99)や第三国研修「応用ロボット工学」(2005-2010)の CＰ機関及び拠点である。右我が国

協力の実績もあり近隣からは「日本の学校」とも呼ばれ、親しまれているようである。 

 今回協議をした先方責任者の CNAD 所長の JIMMY 氏は 30 代前半であり、2～3 年前の着任時には若

手の大抜擢とされた逸材のようである。今次協議においても連日の協議で遅くまでメキシコ側関係者

を巻き込んで積極的に参画するとともに、公共教育省産業技術教育局（DGHETI）の産業技術高校の実

習用機材の予算取りを含むプラスチックコース開設の目鼻を立てることに奔走し、DGHETI ともよい

関係を築いていることなど、その人柄と併せ、メキシコ側の本件関係者の士気を高めていることが見

て取れた。 

 今次協議の結果、RD 案、PDM 案、PO 案を含むミニッツを署名した背景には、急務のプラスチック

産業人材育成ニーズへの対応の必要性とともに、このようなメキシコ側のモチベーションを含む体制

が高いレベルにある状況にあることが大きい。本件本格協力実施段階においてもこのようなメキシコ

側の体制やモチベーションを維持し続けて実施できることが成功の鍵となるものと思われる。 

 

④ 在メキシコ日本大使館の当地 ODA 事業への強い要望 

 

本調査結果の報告を在メキシコの日本大使館に報告した際、平田参事官からは本件プラスチック産

業人材育成プロジェクトのみならず、メキシコにおける産業人材育成に係る協力案件について、日本

企業が必要としている人材ニーズに見合う人材育成を常に念頭におき、日本の国益として日本企業に

も裨益することが重要との認識が伝えられた。 

 具体的には、本件プロジェクトにおいても産業技術高校を卒業する優秀な生徒が日本企業又はその

下請け企業でも働くようにする仕組みを検討すべきとの提言があり、当方からは本プロジェクトで官

民リンケージの仕組みづくりを検討していく中で、日系企業やその下請け企業とのつながりが持てる

ような工夫をしていきたいと回答した。 

 平田参事官からは、昨今の ODA 予算の削減等の流れに歯止めがかからない要因として、国民、特

に海外では日本企業関係者などが ODA 事業による恩恵を感じられないことに原因があり、JICA とし

ても ODA 事業が日本企業にもっとターゲットをおいたものとするとともに、日本企業に裨益があると
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いうことをもっと PR すべきであるとの強い要望があった。この文脈で在メキシコ日本大使館では新

規要請案件のバハカリフォルニア州マキラドーラ地域電気産業人材育成プロジェクトを最優先案件

として確実な実施を要望しているとの申し入れがあり、当方からは、引き続き次週、右案件の協力準

備調査を行い、現地の産業技術高校による人材育成の状況や日本マキラドーラ協会（JMA）の人材ニ

ーズの現状調査の結果を確認した上で対応を検討する予定と回答した。 
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[参考－Ⅴ] CNAD カウンターパートのプロフィール 

  

[参考－I]      メキシコ・プラスチック成形産業の現状 
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[参考－Ⅱ]      メキシコ・プラスチック成形産業の技術レベル 
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  1 点：付加価値の低い低品質な成形品しか生産できない成形メーカーの技術レベル 
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[参考－Ⅲ]    本プロジェクトに流用可能な CNAD 保有機材リスト 

№ 設 備 機 器 名 称 台 備 考 

 【金型設計設備一式】   

1 パソコン 13  

2 プロッタ 1  

3 レーザプリンタ 1  

4 CAD／CAM ソフト（Solid Works） 15  

5 製図台 15  

 【金型加工、保守設備一式】   

6 CNC 高速マシニングセンター 1  

7 CNC ターニングセンター 1  

8 CNC ワイヤカット放電加工機 1  

9 CNC フライス盤 1  

10 半自動旋盤 1  

11 汎用旋盤 6  

12 竪型治具フライス盤 6  

13 平面研削盤 2  

14 円筒研削盤 1  

15 万能工具研削盤 2  

16 鋸盤 1  

17 熱処理炉 1  

18 両頭グラインダー 2  

 【分析、試験、検査設備一式】   

19 3 次元測定器 1  

20 硬さ試験機 1  

21 表面粗さ計 1  

22 プロファイルプロジェクター（投影機） 1  

23 ハイトゲージ 1  

24 ブロックゲージセット 1  

25 手動測定器 1  

26 マイクロメータ、ノギス、ダイアル式測定器 20  
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[参考－Ⅳ]    本プロジェクトに必要な供与機材（案）と概算予算（第 2次調査） 

№ 設 備 機 器 名 称 台 想定予算（万円）

 【射出成形実習設備一式】   

1 プラスチック射出成形機（50 トン電動式）、交換部品 1式 1 1,100 

2 プラスチック射出成形機（100 トン油圧式）、交換部品 1

式 

1 1,600 

3 プラスチック材料乾燥機（2基対応除湿式） 1 300 

4 金型温度調節機（加圧水式） 2 300 

5 材料ミキサー 1 300 

6 スクラップ粉砕機 1 100 

7 金型交換用クレーン（門型可動式） 1 150 

8 工場設備機器（冷却水／圧空／変電など） 1 500 

9 空、水、電気用配管・配線工事一式 1 150 

 小  計  4,500 

 【金型組立、保守設備一式】   

10 金型洗浄機 1 150 

11 小型熱処理炉（電気式） 1 150 

12 樹脂評価用成形金型（ASTM 仕様） 1 150 

13 成形プロセス実習用金型（初級） 2 200 

14 成形プロセス実習用金型（中級） 2 300 

15 樹脂流動性実習用金型（スパイラルフロー金型） 1 100 

16 金型肉盛装置（放電被覆式） 1 100 

17 金型磨き装置（超音波＋ロータリー式） 1 50 

18 金型組立・メンテナンス用作業台備品 1式 5 式 100 

 小  計  1,300 

 【分析、試験、検査設備一式】   

19 樹脂流動解析ソフト（Mold Flow：MPA＋Cool） 1 400 

20 樹脂流動特性（PVT）評価装置 1 400 

21 ピロメータ 1 50 

21 赤外線サーモグラフィー 1 100 

22 メルトインデクサー（MFR 測定器） 1 50 

23 金型内圧力・温度センサーシステム 1 50 

24 検査用機材（顕微鏡、ノギス、マイクロメータ、ｹﾞｰｼﾞ類） 所有 ―― 

 小  計  1,050 

 総  合  計  6,850 

（注記）上記金額は、日本国内で日本製の機材を購入する場合の概算である。 
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[参考－Ⅴ]      CNAD カウンターパートのプロフィール（第 1次、第 2次調査） 

名前 Ｍr．Ｆｒｅｄｄｙ Gomez Sanchez 年齢 31 歳 

資格 エンジニア 専門 化学－プラスチック専攻 

経歴 ＣＮＡＤに入る前は、射出成形や押出し成形を行うプラスチック成形会社にてプラスチ

ック材料から成形品までの品質管理を担当していた。2006 年にＪＩＣＡの中小企業支

援プロジェクトの日本研修で大阪に行った経験がある。 

所見 C/P の中では一番若いが、自分の意見をきちんと発言するのでクレバーな印象であり、

鍛え甲斐があると感じられる。 

 

 

名前 Ｍr．Lucio Gabriel A. Espinoza 年齢 45 歳 

資格 エンジニア 専門 工業技術－設備メンテナンス 

経歴 化学製品会社の倉庫担当から工業用電気製品組立て部門のスーパーバイザー、化粧品会

社の工業技術や安全・環境責任者、繊維会社の設備メンテナンス責任者など多くの会社

でさまざまな業務を経験している。 

所見 自分の経験を強くアピールし、体も大きく頑丈そうで押しの強そうな印象。 

 

 

名前 Ｍr．Raul Fernando R. Rivera 年齢 63 歳 

資格 機械テクニシャン 専門 プラスチック成形（押出し／射出） 

経歴 エンジニアの資格はないが、メキシコ、アメリカ、イギリス、ドイツでプラスチック成

形の勉強をし、特にドイツでは、射出成形と押出し成形の勉強を 2年間経験している。

その後、ＤＧＥＴＩの指導員を 26 年、プラスチック産業界で 25 年の勤務を経験してい

る。また、ドイツが援助して設立した CETMA 創立の関係者の一人でもある。2004 年か

ら CNAD の非常勤講師。 

所見 プラスチック成形機械設備やプロセスについての経験、知識および長い指導員の経験か

ら工業高校の先生を教える資格は申し分ないが、年齢が高すぎるので、本プロジェクト

では主にカリキュラムの作成に力を発揮してもらったらどうか。 

 

 

名前 Ｍr．Salvador T. Salero 年齢 39 歳 

資格 エンジニア 専門 経営管理（修士） 

経歴 15 年間工業技術教育の先生や学校の副校長を経験し、プラスチック射出成形の企業で金

型設計や金型メンテナンスなどを 4年間経験している。また、ブラジルでメカトロニク

ス研修、IMPI および日本（JICA）でプラスチック成形研修も経験している。 

所見 人材育成経験、マネージメント能力ともに優れており、C/P コーディネーターに相応し

い印象。 
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名前 Ｍs．Elizabeth Bonilla Blancas 年齢 35 歳(想定) 

資格 ドクター 専門 化学工学（博士） 

経歴 材料研究機構に所属して、ナノコンポジットポリマーを活用したプラスチック材料の機

械的・熱的特性向上の研究に従事（2002～2006）。2006-2009 年においてメキシコ自治大

学で博士号取得。テクニカルスキルとして、押出成形、射出成形、赤外分光装置、レオ

メータなどを有す。 

所見 プラスチック素材分野のスペシャリストで、CETIS の教員教育コースの射出成形コース

を担当。民間企業に対する対応性の面では期待薄だが、素材分野の強みを活かす登用の

工夫が重要。 

 

 

名前 Ｍr．Lopez Chavez Cesar Miguel 年齢 27 歳 

資格 エンジニア 専門 情報工学（学士） 

経歴 コンピュータエンジニアリング、溶接技術、自動化対応ロジックコントロール等の教育

過程を経ている。大学では機械工学、CNAD でメカトロニクスを習得 

所見 真空成形のプロト機を CNAD で製作担当。自動化分野、CAD/CAM 分野、プロジェクトマネ

ージメント分野、改善システムなど広く浅く経験を積んでいる。吸収力に富む人材と見

受けた。 

 

 

名前 Ｍr．Rene Salazar Guerrero 年齢 23 歳 

資格 エンジニア 専門 機械工学（学士） 

経歴 CBTIS189 を卒業し、工科大学に進学。専攻はメカトロニクス。CNAD では素材＆リサイ

クル部門に所属。 

所見 直接の面談時間持てず情報なし。 

 

 

名前 Ｍr．Guerrero Padilla 年齢 48 歳 

資格 エンジニア 専門 機械工学（学士） 

経歴 1996 年から 2005 年の間に CETIS で 2 年間、CBTIS で 8 年間の教員経験を持つ。 

その後に CNAD に所属。工業と社会科学に関連する分野を工科大学では専攻。 

所見 直接の面談時間持てず情報なし。 
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日時 2009 年 2 月 3 日（火）10:00～11:30 

面談先 JICA メキシコ事務所 

場所 メキシコ市 

先方 室澤所長、上條次長、中条所員 出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル 

聴取事項 

○ CNAD 

 いわば日墨共同で作り上げた職業技術活性化センター 

 メカトロニクス第三国研修の他に短期セミナーを実施、中小企業向けの技術指導も若干実施。

 実施機関としてきちんとしており、故にメカトロニクスのプロ技実施（1994～99 年）後のフ

ォローアップとしてスムーズな第三国研修の実施に繋がった。 

 

○ プロジェクトについて 

 単なる職業技術訓練案件ではもったいない。どれほどの指導ができるかは分からないものの、

付加価値として技術指導が行えるような体制作りにも寄与するプロジェクトとしたい。 

 CNAD の産業技術高校・職業高校の教員向け研修コースの設計においては、それら教員が各

高校で教えるコースが民間のプラスチック加工業のニーズにあったものにしてほしい。故に業

界団体との連携による情報共有やニーズ把握は必須と考える。 

 OECD加盟国でありDACリストでも高所得国に位置するメキシコへの援助の移行戦略として

は、経済関連で民間協力が重視されるだろうから、本案件は移行戦略に関連してくる。 

 外務本省では EPA 案件として取り扱われていない由だが、大使館及びメキシコ外務省は日墨

EPA における二国間協力の章で約 10 分野の中で中小企業振興、裾野産業支援が取り上げられ

ているものの、対応する案件が少ないことに言及している。本案件は直接的にはメキシコの地

場中小零細プラスチック加工業の底上げにつながり、底上げの結果、長い目で見れば日系企業

に納入する地場企業が増加するとの仮説が立てられ、EPA に間接的に関連すると考える。

（注：プレス加工技術向上プロジェクトにおけるスタンスと同様） 
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日時 2009 年 2 月 3 日（火）12:00～13:00 

面談先 JETRO メキシコセンター 

場所 メキシコ市 

先方 武所員、中野ビクトル所員 出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル 

聴取事項 

○ 産業技術分野における JETRO の協力について 

 Japan Maquiladora Association（日本企業の業界団体）が CONALEP（公共教育省管轄下の国

立産業技術高校・職業高校）を通じての支援を考えているが、JETRO は JMA に加盟している

ものの支援は行っておらず、CONALEP への支援も行っていない。 

 一般的には、日系部品メーカーに納入できる地場サプライヤーを発掘・育成するための支援を

行っている。プラスチック成形に関しては自動車部品の一つとして捉え、射出成形加工業も支

援の対象である。 

 JICA が地場の中小零細企業の技術向上（プレス加工技術向上プロジェクト、プラスチック成

形技術人材育成プロジェクト）を対象としているとすれば、JETRO はその上位にある地場企

業、日系企業に納入できる技術を持つかそれに近い企業を支援対象としている。 

 地場サプライヤーに、プラスチック成形加工業で TEPSO という企業を発掘した。人材育成に

対する方針等を紹介すると、人材集めはいろいろなチャンネルを使い、中間管理職レベルでは

ヘッド・ハンティングも行っている。人材育成は企業内部 OJT で行い、外部委託は行ってお

らず、産業技術高校・職業高校卒業生を採用する意向はなかった。（注：これは外部の公的機

関の技術レベルの低さや、産業技術高校・職業高校卒業生の技術レベルに起因すると思われる）

 どの中小企業でも生産・品質管理向上のニーズは非常に高い。 
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日時 2009 年 2 月 3 日（火）15:00～19:00 

面談先 CNAD（職業技術活性化センター） 

場所 メキシコ市郊外（市境） 

先方 Alexander 副所長、Yeni 副所長、プラスチック部門インストラクター4 人 出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル、森通訳 

聴取事項 

○ 当方説明 

 採択済みだが案件開始までに詳細を調査する必要があり、目的は状況把握と案件の基本内容に

ついての合意。今回で R/D 署名は行わないが、可能な限り方向性を決めたい。 

 

○ 先方プレゼンテーション：別添パワーポイントによる CNAD 概要とプロジェクト説明 

 人員計 85 名（インストラクター65 名、総務 20 名） 

 年間予算 335 万ペソ（政府予算 315 万ペソ、短期研修参加料収入 20 万ペソ）人件費は連邦政

府から直接支払われ、月給は 15,000 ペソ～3,500 ペソ（税抜き）。 ※1 ペソ≒7 円 

 CNAD は連邦政府の省令の規程により、通常予算では機材を調達できない。DGETI（産業技

術教育局）と公共教育省を通じて大蔵省に予算申請することもできるが、何段階もあるし時間

もかかる上にほぼ認可されないと考えられる。また民間から中古機械を寄付してもらうことは

できる。コンピューター程度であれば配分予算で調達可能な由。 

 メカトロニクスのコースでは当時のプロ技で供与した機械を丁寧にメンテナンスして使用。

JICA プロジェクトによる機材供与が、CNAD が機材を更新できるほぼ唯一の機会である。 

 （CNAD に機材が入っても、研修を受けた産業技術高校・職業高校教員が各校で教える際に

実習用機材がなければプロジェクトの効果が発揮できない点を確認すると）産業技術高校・職

業高校を管轄する DGETI は、直ぐには実習用機材を調達しないと思うが、各校でプラスチッ

ク射出成形コースの設置が認可されればその後に段階的に調達され、また当初は機材がある中

小企業に出かけて実習するものと考えられる。メカトロニクスの例では、CNAD でインスト

ラクターが育成されて、そのインストラクターが各校教員を研修した後、1 年後くらいに各校

でコースが開設され始めた。⇒ DGETI の意向を要確認。 

 CNAD での研修には、産業技術高校・職業高校 433 校のうち、プラスチック成形企業が多く

存在するメキシコ市、ハリスコ州、ケレタロ州、サン・ルイス・ポトシ州等にある生産関連分

野の産業技術高校・職業高校のうち 20～30 校に設置されると考え、そこを中心に教員が参加

する。メカトロニクス･コースが設置されているのは 24 校。 

 CNAD におけるプラスチック射出成形の研修コースは、2 ヶ月×3 回/年間または 3 ヶ月×2 回

で、1 コース 20 人を想定。 

 プラスチック射出成形の研修コースのカリキュラムについて、現状では 3 つ考えており、1 つ

が基礎理論（理科的な内容で非常に基礎的）でこれは科目として既に教授中。 

 CNAD における射出成形の研修コースの修了後、受講者には Diploma を授与することを想定

しているが、CENIDET（国立技術研究開発センター）と協議・連携する必要がある。（注：公

共教育省が管理する全国技術教育制度内で与えられる資格となる） 
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○ 施設視察 

 敷地面積 5 ヘクタールと広大で、研修等、実習棟、会議棟などが緑地を中心に配置されてい

る。目立つものとして研修棟入口前には日の丸とメキシコ国旗が掲げられ、配水塔の前面背面

には両国旗が描かれ、オブジェには日本とメキシコの地図が描かれ、建物は日本の援助により

建設されてはいないがプロジェクトが実施されて支援が行われたことを示すプレートがあり、

またパンフレットやウェブサイトには両国の地図が図案化されて記載されており、各所で日本

との関係や協力がしのばれるようになっていた。 

 コンサル団員が指摘したように、射出成形機材が置かれる実習室のスペースが少々狭く感じら

れた。 ⇒ 次回協議時に要確認。 

 メカトロニクスのプロ技で供与された機材は 10 数年経過したとは思えないほどきれいに使用

されており、丁寧にメンテナンスされてきたことが分かった。某国のように「使われていない

のできれい」ではなかった。 

 実習機材として各種装置を、メカトロニクスの研修コースで製作して実際に使っている例もあ

り、同研修コースが一定の技術レベルを持つことが分かった。 
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日時 2009 年 2 月 4 日（水）13:00～15:30 

面談先 DGETI（公共教育省産業技術教育局）技術課 

場所 メキシコ市 

先方 Camacho 課長、Jimmy CNAD 所長、Alejandro CNAD 技術課長、Salvador CNAD

プラスチック部門長 

出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル、森通訳 

聴取事項 

○ 技術課長はプロジェクトを歓迎。 

○ 実施機関 CNAD と DGETI の関係（予算・人員管理）について 

 各部門、CNAD などの機関の運営予算配分は公共教育省⇒DGETI⇒CNAD との流れで、DGETI

が管理。職員の人件費は運営予算に含まれていない。 

 DGETI が CNAD、CETIS（産業技術高校）・CBTIS（職業高校）の人員を管理。 

○ CETIS・CBTIS について 

 CETIS・CBTIS は全国に 433 校あり、約 25,000 人の教員を有し、生徒数は約 60 万人。 

 各校の運営予算は生徒から徴収する授業料収入で賄っていると言え、年間総計 8 億ペソ（約

56 億円）あり、対して政府配分予算は年間総計 5,000 万ペソ（約 3 億 3,500 万円）で運営予

算配分というより各校への補助金助成の性格が強い。政府配分予算はちょっとした機材の調達

やイベント経費、カリキュラム作成等に使用されている。上述のように各校教員の人件費はこ

れら授業料収入や政府配分予算とは別に手当てされている。 

 CETIS・CBTIS は日本で言えば工業高校（後期中等教育）であり、義務教育である中学校（前

期中等教育）を終えた生徒（14～15 歳）が入学する。年限は 3 年間。 

 名称の違いについて、以前は取得できる卒業資格が異なり、CBTIS は大学に進学できなかっ

たが、今はどちらの高校も普通高校と同様に大学に進学できる資格 Bachejerat を取得でき、

かつ名称上の相違だけになっている。（注：森通訳によれば、資格の名称は Bachejerat Technico

のようになり、厳密に言えば普通高校卒業の資格とは異なる） 

 

○ CNAD と CETIS・CBTIS との関係 

 CNAD は、メカトロニクス分野について DGETI 管轄下の各校教員を育成・活性化している。

将来は日本に要請したプラスチック射出成形技術以外にも電子機械、自動車、一般機械につい

ても産業技術高校・職業高校の教員育成・活性化が行えるセンターとして発展させたい由。 

 プロジェクト実施によりプラスチック射出成形技術のインストラクターの育成後、インストラ

クターが各校教員を育成し、そして一部の高校で同技術のコースが開設される必要があるが、

その高校の選定基準としてはプラスチック成形加工企業が多い州、実習機材が活用できるよう

に生産分野のコースが既に存在する高校、産業界との連携が可能な高校などを考えている。 

 各校でのコース開設やカリキュラム作成に関わる認可権限は、DGETI にある。 

 各校でプラスチック射出成形技術コースが開設される際には、実習機材が不可欠なことは理解

するものの、DGETI は機材調達用配分予算を持たず、コースが開設される各校の実習機材も

JICA プロジェクトで供与してほしい由。⇒プロジェクトは CNAD を実施機関として行われ、

CNAD 向け機材のみ供与すると返答。 
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 （実習機材の確保について）特別に予算申請は可能だが、それは申請が可能というだけで特定

分野のコース向け機材の予算確保は不可能。433 校への配分予算は上述のように年間総計

5,000 万ペソ（3 億 5,000 万円）しかなく、DGETI の今年度予算は前年度比 2％減という厳し

い状況にある。既にある各コースでさえ機材は不足している。従って現時点では、JICA によ

る供与がないとすれば、可能であれば段階的な実習機材の整備、産業界からの援助による機材

確保や射出成形機がある中小企業に出かけての実習を考えている。 

 （以前にメカトロニクス･コースを開設した際に実習機材をどう確保したかについて）やはり

予算がなかったため、メカトロニクス用として調達・購入した機材はなく、世銀又は米州開発

銀行の教育モデル・プロジェクトで整備された電子制御コース用の機材をメカトロニクス･コ

ース用に活用した。 

 

○ CNAD のプラスチック射出成形技術インストラクター候補者（C/P）について 

 技術移転には材料、金型（設計・メンテナンス）、射出成形機の専門家 3～4 人が対応する必

要があるが、現状では候補者は 4 人（うち 1 人が部門長、1 人は非常勤職員）であるので、二

倍の 8 人程度を確保できないか質問したところ、同席の CNAD 所長から DGETI 技術課長と相

談して対応したいとのこと。 

 C/P の将来的な離職の可能性についてはほとんどない由。給料は低めなものの、教育機関で働

くことの意義を感じていること、公務員として身分の安定が図れること等が理由となる模様。

 

○ CNAD を通じての人材育成・技術向上の利点・妥当性について 

 （技術課長、CNAD 所長より）他機関と比較して優位性・効率性がある由。CNAD は DGETI

に属し、DGETI 管轄下の 433 校ある産業技術高校・職業高校を介して普及・発展拡大が容易

であること、他機関は調査研究が多いが CNAD は実習を重視してプラスチック成形加工業で

ニーズが高い Technician 育成に対応できると考えることが理由。 

 例えば CIATEQ（先端技術研究センター）はプラスチック射出成形技術に関する研修を実施し

ているが、全国に幾つかの支所を持つものの普及の点で産業技術高校・職業高校の数と比較に

ならない。他方で調査研究に強いので同技術に関する知識レベルは高いが、実習はほとんど行

っていないとのこと。 

 同技術を研究している大学はあるが、大学院レベルの研究であり、人材育成は担っていない。

 CNAD を通じての支援は、後期中等教育レベルの技術教育において新たにプラスチック射出

成形技術のコースを開設して人材育成を行い、将来的にはエンジニアとオペレーターの中間に

位置する技術者が産業界に供給されることに繋がる。 
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日時 2009 年 2 月 5 日（木）9:00～12:00 

面談先 ANIPAC（プラスチック製造協会）及び CIATEQ（先端技術センター） 

場所 ANIPAC 事務所 

先方 Lopez ANIPAC 事務局長、Angel CIATEQ サン・ルイス・ポトシ支所長、Jimmy 

CNAD 所長、Salvador CNAD プラスチック部門長 

出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル、崎通訳 

聴取事項 

○ 当方説明 

 CNAD を対象とするプロジェクトを実施する計画であり、調査団は状況把握や基本的なプロ

ジェクト内容について合意することが目的と説明。プロジェクト実施の結果、CNAD にイン

ストラクターのグループが育成され、彼らが産業技術高校・職業高校の教員を育成し、そして

将来的には一定のレベルの技術・知見を持った同高校の卒業生がプラスチック成形加工企業に

就職することが見込まれる。 

 ANIPAC 事務局長はプロジェクトに対して、非常に重要なことは疑問の余地なしとして期待を

表明。 

 

○ プラスチック成形加工技術をめぐる教育・研修機関について 

 大学ではメキシコ自治大学、モントレー工科大学、メキシコ州立大学や国立工科大学で専攻が

あり、研究機関では CIATEQ や CIQA 等で研修があり、民間企業 IMPI も研修を行っている。

公共教育省管轄下の教育機関でも基礎的な理論が教えられている。 

 様々な機関が林立し、統合された同技術の指導・教育・研修が行われていないこと、産業界の

ニーズに見合った人材が育成されていないこと等の問題がある。 

 業界団体としては、概ね大卒の機械、科学、化学のエンジニアと Technician の技術レベルの

向上が必要と考えるが、現時点では Technician の技術レベルを上げたいとのこと。現状では

プラスチック成形加工技術については上述の大学・学校・機関で部分的に教えられているが大

学等では研究の比重が高く、Technician の技術レベルを向上させたいとの産業界のニーズとは

乖離している。 

 

○ 業界団体のプロジェクトへの間接的協力について 

 （プロジェクト後にプラスチック成形加工技術のコースが開設される産業技術高校・職業高校

で実習機材が必要になるが、機材は高くて同高校では購入できないため、業界団体は中古機材

を寄付できるか確認） 

 そのような例は無い由。但し、税制上の優遇があるかもしれず、検討の余地ありとのこと。調

べないと分からないが、個々の企業による寄付は可能ではないかとのこと。懸念は寄付しよう

とする中古機材はメキシコではとてつもなく古いものだろうから、実習機材として役立つか分

らないこと。 

 中企業で 20 台くらい成形機がある工場であっても、バリが出るので 1 台に作業員 1 人が張り

付いているという技術レベルであり、金型メンテナンスができていない。メキシコでの金型関

連の技術向上の必要性は高い。 
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○ CIATEQ Vega サン・ルイ・ポトシ支所長による概要説明と質疑応答 

 施設紹介ビデオ及びパワーポイント資料にて概要説明。2002 年にサン・ルイ・ポトシに設立

され、当初はプラスチック成形用金型を製作し、現在は金属加工の研究センター。プラスチッ

ク成形には関心を持っている。メキシコ州立工科大学や ANIPAC とも連携。CONACYT（大統

領府直轄の科学技術審議委員会）の管轄下にあり、他に CIDESI（産業技術研究センター：JICA

プレス加工技術向上プロジェクト実施機関）、CIQA（先端技術研究センター）など同様の機関

4 つを統合する形で UDIT（先端技術開発統合センター）が上部機関として設置されている。

 2002 年当時はプラスチック成形技術について、教育や研修は何も行われていなかった。2005

年以降、CIATEQ は同技術の研修コースを開設し、産業界向けに製品設計、金型設計の研究の

他、訓練、技術指導を行っている。 

 CIATEQ での同技術の人材育成について、射出成形、押出成形、ブロー成形、金型について教

えているが、参加者がほとんどいないために今後改善したい由。 

 CIATEQ におけるプラスチック部門の成長実績は 8％程度で、これを 20％程度に引き上げた

い由。技術者は 22 名（Ph.D2 名、修士 3 名、工学士 6～7 名、Technician5 名）、管理部門 6

名の陣容。 

 運営予算（人件費込み）は上部組織の CONACYT から配分され、プロジェクト予算は独自に

流体測定やシステム工学などの先端的な技術を適用して PEMEX（メキシコ国営石油）や航空

公団等との大型プロジェクトにより、年間約 4 億 5,000 万ペソ（約 31 億 5,000 万円）を得て

充当。よってプレゼン資料に出てきた最新機材も購入できる。なお、CIATEQ でのプラスチッ

ク部門は現時点では赤字状況にある。 

 JICA のプラスチック成形技術人材育成プロジェクトについて、最終的に中等～高等技術教育

の技術レベルの底上げを図って産業界のニーズに見合った Technician の人材供給を図るとい

うコンセプトには同感。 

 

 



 
産業開発部中小企業課 

 

日時 2009 年 2 月 5 日（木）17:40～19:00 

面談先 経済省ビジネス・オポチュニティー開発課、工業化学課 

場所 メキシコ市 

先方 Aurora ビジネス・オポチュニティー開発係長、Griselda 工業化学課長、Garcia 

UNDP コーディネーター、Jimmy CNAD 所長、Salvador CNAD プラスチック部

門長 

出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル、崎通訳 

聴取事項 

○ 先方の担当業務説明 

 ビジネス・オポチュニティー開発課は外資系大企業と地場企業の技術差をなくして地場企業に

よる部品納入を増加させるための施策を実施、大企業の持つ好例をメキシコの中小企業に伝え

る役割を担っている。 

 工業化学課は、プラスチック材料や関連産業を担当。 

 

○ 質疑応答 

 （企業向け支援の実施有無を問われ）今後 CNAD が検討していくことになるが、プロジェク

トではまずインストラクター育成に傾注すると説明。 

 UNDP コーディネーター：技術教育の学校の機材は産業界のそれと互換性がなかったり、古

かったり、大学で機械設計を教えるにも CAD/CAM を使っていなかったりする。技術教育機

関にも機材更新のための投資が必要。 ⇒ 調査団同意。 

 工業化学課長：①プラスチック射出成形技術のみを取り上げるのか、②プラスチック製品の種

類が多く、中小企業は知識不足なので材料等についての調査研究を行うのか、③進出した日系

企業が地場企業から例えば特殊プラスチック部品を調達できるようになることに関心がある。

 CNAD 側：①然り。②材料については一部指導するが、技術移転の主軸は生産工学的分野。 

 団長：③メキシコ中小企業による日系企業への部品供給に関連して、特殊製品やメキシコ企業

の日系企業への部品納入増加という比較的技術レベルが高いところを重視するものではなく、

中等技術教育において新たにプラスチック成形技術を教えて産業界の技術レベルの底上げを

図るもの。産業界からの支援が技術教育に対して行われると良い。 

 UNDP コーディネーター：大企業と一緒にサプライヤー（地場企業）開発を行っており、CNAD

が考える技術指導に関心がある。実際に改善を要している地場企業の工場を視察してもらいた

い。どういう企業がどんな問題を抱えているかというリストを提供することもできる。 

 団長：説明があった経済省の中小企業支援策と CNAD の目指す方向性で一致する点があると

考え、経済省関係者が CNAD を視察したらどうか。 ⇒ 双方同意、早速日時を決定。 

 化学課長：経済省の関心はバイオテクノロジー、メカトロニクス、ナノテクノロジーであり、

CNAD の CETIS・CBTIS のメカトロニクス・コースに関心がある。 

 CNAD 所長：今後も経済省との話し合いを続けたい。産業界におけるプラスチック成形技術

の向上には CIATEQ の活用も考えられる。CNAD の方向性は、CNAD インストラクターと各

高校の教員育成を通じて産業界の人材育成に今後も関わっていくこと。ついては各高校の機材

が必要なので、企業に中古機材の寄付を求めたいと考えている。経済省と公共教育省が一緒に
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産業界にアピールしていくことで、Win－Win の関係が構築できるのではないか。 

 ビジネス・オポチュニティー開発係長：地場企業訪問の際に CNAD を呼ぶことを提案したい。

今まで話された分野の他に、航空宇宙分野でもレベルアップを考えている。CETIS・CEBTIS

のカリキュラム更新には経済省の意見も反映してもらいたい。 ⇒ CNAD 了承。 
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日時 2009 年 2 月 6 日（金）9:00～10:30 

面談先 CETIS No.1（産業技術高校） 

場所 メキシコ市 Tlahuac （CNAD 隣） 

先方 CETIS No.1 校長、メカトロニクス･コース教員 2 人、数値制御コース教員 1 人、

Jimmy CNAD 所長、Alejandro CNAD 技術課長、Salvador CNAD プラスチック

部門長 

出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル、森通訳 

聴取事項 

○ CETIS No.1 とメカトロニクス･コースの概要 

 生徒数 3,000 人（昼間部、夜間部合わせて）、一学期が半年あり、3 年生まで六学期ある。コ

ースはメカトロニクス（約 500 人）、工業機械（約 150 人）、情報（約 700 人）、自動車メンテ

（約 250 人）。その他週末に一般向けコースも開設。女生徒の比率は約 15％。 

 メカトロニクス･コースは 2000 年開設、機材も設置。1 学年昼間部 250 人、夜間部 250 人。

機材は公共教育省（DGETI）予算による。機材は 1 台 5～6 百万円で、ロボットアーム、空気

圧シリンダー、センサー、シーケンサー、電流検査装置、スイッチング装置、コネクター装置

等 12 台程度あり、その他機材を含めてコースの機材は 1,000 万円程度。生徒に考えさせるこ

とを重視し、装置も不具合を再現させて対応させるものを採用。生徒に目標を設定させてその

達成度を評価する手法を採用。理論と実習の比率は 50％ずつで、出席も 80％以上と設定して

いる。メカトロニクスの国際コンテストにも参加している。 

 メカトロニクス教室は 2 つあり、応用実習室では電気回路、I/O 装置、コンピューター制御の

授業が行われる。マニュアルで操作を学び、実際にプログラムを作って自動化制御について習

熟していく。流体制御モデル作りも学ぶ。イスラエルやドイツの教材（ロゴ･ブロックのよう

に組み立てて機械のモデルを作り、電気を流して PC と接続して制御しながら動かすことが可

能）を使用。 

 大型機材は CNAD から。1990 年にコースを一時的に開設したので射出成形機も 1 台あるが、

Mould という名前をコース名に入れたら Model と勘違いして女生徒が殺到し、4 年間実施後に

コースは終了した。機材更新は大型機材については 20 年間更新されていない。セラヤ･グア

ナファトでは 20 年前に日本と協定を結んだ CETIS がある。 

 卒業後の進路は、90％が大学進学を望むがそのうち 30％が進学している。その他 40％が専攻

課程を活用できる企業への就業、30％が機械等のメンテナンス分野、10％が無職。メカトロ

ニクス･コースがあるのは CETIS･CBTIS433 校のうち 19 校（24 校との話があったが、19 校

が実質の校数） 

 日本の工業高校と比較すると、比較的精巧な金型が試作されるなど、一部で授業･技術レベル

が日本を上回っている。 
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日時 2009 年 2 月 6 日（金）12:30～13:30 

面談先 COMPALTEC（プラスチック射出成形加工企業） 

場所 メキシコ市 

先方 同社社長と共同経営者、Alejandro CNAD 技術課長、Salvador CNAD プラスチッ

ク部門長 

出席者 

当方 吉田技術審議役、石塚、稲田コンサル、福島コンサル、森通訳 

聴取事項 

○ 会社の概要 

 従業員数 140 人、3 交代制で操業。射出成形によりプラ容器、エンジニアリング･プラスチッ

ク（比率は約 1 割）を製造し、各メーカーに納入。中の上レベルの中小企業。 

 金型メンテナンス、品質管理の部門あり。以前は金型を製造していたが、現在はクライアント

からの提供又は外部から調達。 

 射出成形機は 20 台程度（安価な中国製、台湾製により容器類を製造、3 台ある日本製でエン

プラ部品を製造）。以前はエンプラが 9 割で日産とも取引していたが、現在は市場の需要の変

化に応じて経営戦略を変更して容器類をメインに製造し、日産との関係も無くしている。 

 人材育成について、メキシコではほとんど企業内研修で技術を学んでいる。技術工

（Technician）として専門技術を持った人材の供給増加は一般論として歓迎。そのような

CETIS･CBTIS 卒業生であれば専門分野に配属し、どちらかといえば採用したいと考える。 

 各成形機に 1 人の作業員がついて部品のチェックとバリ取りを行っており、中の上レベルの

中小企業だが、金型の精度に問題があることが見受けられた。作業員は全て女性で、中学校卒。

 技術指導･研修について、作業員は内部研修、スーパーバイザーは外部研修（民間 2 社：IMPI、

IMECPLUS）に委託。プラ成形を指導できる公的機関は無いために民間委託。 
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日時 2010 年 2 月 3 日（水）10:00～11:30 

面談先 JICA メキシコ事務所 

場所 メキシコ市 

先方 米崎次長、荒木現地職員 出席者 

当方 稲田コンサル 

聴取事項 

○ プロジェクトについて 

 JICA メキシコのプログラムは中小企業振興が最重要テーマと位置付けされており、今回の

CNAD プロジェクト第 2 次事前調査についても適確な調査をお願いしたい。 

 バハ・カリフォルニア州の人材育成プロジェクトについて、JMA のリーダーシップ効果も

あり産業界への貢献寄与度の獲得のための検討が進められている。 

 CNAD プロジェクトにおいても、JICA メキシコ事務所としてはプラスチック成形関連の産

業界に可能な限り貢献できるデザインを望みたい。このデザインの中に、PDM 指標として

産業界への貢献が表現できるような工夫が今後の課題と認識している。 

 前述案件に関して、出発直前の TV 会議での JICA 本部との検討結果もあり、コンサルタン

トの立場では TV 会議内容には全く関与せず事前調査を行うこととし、詳細については団長

到着後の対応とする。 
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日時 2010 年 2 月 3 日（火）13:00～16:00 

面談先 CNAD 

場所 メキシコ市 

先方 Mｒ. Jimmy H. Cortes 所長、 Dｒ.Jorge A. B. Guillen 技術担当部長、 その

他関係者 9人（C/P） 

出席者 

当方 稲田コンサル、荒木 JICA メキシコ担当、八木通訳 

聴取事項 

Mｒ. Jimmy H. Cortes 所長より歓迎の挨拶、CNAD 紹介スライドは昨年のものと同じのため省略し質

疑応答に入った。 

○ 前回調査以降の 1 年間の活動状況の確認 

前回調査時の宿題 3 項目（下記）について CNAD 側で検討、進展している旨説明があった。 

①C/P の人員増員 

 当初の 4 名案に対し、現状で 9 名の C/P 候補者を選定している。 

 増員選定の考えは次の視点で実施。a)CNAD の採用職員システムに合致していること、b)

プラスチック成形技術関係分野の専門性を有すこと、c)C/P 才能の多様性とバランス 

 ②産業高校側のプラスチック成形技術講座の準備 

 ティファナ、シウダーヴィクトリア、メキシコ・シティーの 3 地域の CETIS/CBTIS で講座

開設の準備が着手されている。 

 それぞれ、プラスチィック成形産業が活発な地域であり卒業生へのニーズも強い。 

 2 月 4 日にメキシコ・シティーの CETIS-6 を、次週にシウダーヴィクトリアの産業技術高

校を訪問調査する予定を組んでいる。 

 ③プラスチック成形企業とのコンタクト 

 ANIPAC、地場のプラスチック成形関連企業とのコンタクトを形成し、関係を深めている。

 CETIS 教師へのプラスチック成形技術基礎講座を開設し、可能な範囲での活動を開始した。

 

○ 開発政策等との整合性や優先政策の位置づけ 

 国家政策の重要課題として産業人材育成のためのインフラストラクチャー整備が掲げられ

た結果、DGETI 管轄 CETIS/CBTIS433 校に対する設備整備予算として 3 億ペソの予算が国

会に提出される予定。この予算を活用したプロジェクトの教材用設備の調達が期待できる。

 

○ C/P 育成レベルの修正 

 民間企業の人材ニーズを詳細に把握した結果、先の調査時に想定した C/P 育成レベルをよ

り規模の小さな民間企業を支援する人材育成の方向に修正を行っている。エンジニアではな

く、スーパーバイザーやメンテナンサー、技能工の階層を育成するための C/P 育成である。

 

○ 現時点で想定する裨益者 

 CNAD の C/P が直接裨益者 9 名、彼らが育成する CETIS/CBTIS 教員が 18 名（＝1 校 6 名×

3 校）、教員から教育を受ける高校生（産業人材）が 30 名ｘ3 校/年間が想定される裨益者。
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日時 2010 年 2 月 4 日（木）10:00～12:00 

面談先 ANIPAC 会議室 

場所 メキシコ市郊外（市境） 

先方 ING. Juan Carlos Lachica Bravo、統計担当女性の 2 名 

CNAD Mｒ. Jimmy H. Cortes (所長) ／ Dｒ.Jorge A. B. Guillen（技術担当副 

所長）／Salvador CNAD プラスチック部門長、その他関係者１人（C/P） 

出席者 

当方 稲田コンサル、荒木 JICA メキシコ担当、八木通訳 

聴取事項 

○ 当方説明 

 CNAD の Jimmy 所長よりプロジェクト概要の解説と訪問目的の紹介後に、質疑に入った。

 

○ ANIPAC の概要 

 会員規模 300 社からなるプラスチック成形関連産業の企業組合 

 プラスチック成形企業（射出成形、ブロー成形、押出成形、その他成形企業、金型製作の全

て）、材料メーカー、設備メーカー、代理店などの全関係企業） 

 役割は、①国が策定する法律・規制等の支援（産業界の意見集約と提示など）、②展示会企

画、③関連雑誌の発行など 

 組合入会のメリットは、関連産業の情報入手、研修等の提供がある。 

 

○ プロジェクトに関して 

１．産業高校への機材（射出成形機等）貸与の窓口機能の支援 

 本件は昨年の MTG 時に ANIPAC 側が検討可能と回答した案件であり、Jimmy 会長より確認

の話がだされた。 

 本日出席の副会長（Juan Carlos Lachica Bravo 氏）は、昨年の MTG に出席していないので直

接の回答はできない。次週に ANIPAC 理事会があるのでその場に提案して審議して頂くこ

ととなった。 

２．CETIS 卒業生のプラスチック成形関連企業への就職斡旋の支援 

 プロジェクトがプラスチック成形産業に貢献するための重要課題として SETIS 卒業生がプ

ラスチック成形関連企業に高い確率で就職することが前提条件として挙げられる。この

SETIS 卒業生の就職斡旋に対する間接的支援を ANIPAC で出来ないかを提案した。 

 技能工のニーズはプラスチック成形関連企業に強くあるため ANIPAC としても可能な支援

の検討をする。 

 APNPAC は民間の組合機関のため直接的な就職支援はできない。人材を求める企業側の情

報提供、その他出来る事を検討してみる。次週に理事会が予定されているので、この件も理

事会での検討課題とする。 

 この ANIPAC 理事会に CNAD-Jimmy 所長が同席し、CNAD 側からの要望を述べたい旨の要

望が出され、可能性について検討することとなった。 
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３．CNAD が ANIPAC 会員になること 

 ANIPAC 側より CNAD が ANIPAC 会員になることが ANIPAC をより効果的に利用する上で

有利との理由から、組合入会の提案がなされた。CNAD 側は予算項目として入会費を計上

することの困難さから、非常に難しいとの回答。 

 

４．産業人材の育成機関の情報入手 

 プラスチック成形技術に関する産業人材育成のための教育活動の情報提供をお願いしたが、

担当が異なるため適切な情報提供ができないこと事。 

 2 月 10 日の CNAD/DGETI の MTG に、ANIPAC 内の人材育成・教育分野に詳しいメンバー

を同席させたい旨の提案がなされた。ANIPCA 側で人選とスケジュール調整を検討すること

となる。 

 

○ プラスチック成形産業の統計情報の入手 

 新しい情報を入手した。 

 プラスチック成形講座を開設準備が進められる３地域のプラスチック産業関連情報を頂く

こととした。 
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日時 2010 年 2 月 4 日（木）15:00～17:30 

面談先 CETIS-6 

場所 メキシコ市郊外 

先方 ALEJANDRO ANTONIO IBARRA ORNELAS 校長、その他 4 名 

同地域企

業代表 

INDUSTRIAL MAN DE MEXICO. CARLOS MORALES VEGA 社長 

TUMIPAC MEXICO. JOSE LUIS HERNANDEZ ROSAS 社長 

ASOCIACION EMPRESARIOS IZTAPALAPA. JOSE JESUS JUAREZ G. 

DGETI DISTRITO FEDERAL.  MARCO ANTONIO TREVINO MALLON 

 Mｒ. Jimmy H. Cortes (所長) ／ Dｒ.Jorge A. B. Guillen（技術担当副 

所長）／Salvador CNAD プラスチック部門長、その他関係者１人（C/P） 

出席者 

当方 稲田コンサル、八木通訳 

聴取事項 

○ 産業界との連携 

 MAN 社：60 年間メキシコ・シティーで小型電気製品製造、成形品 70～1000ｇ、射出成形

機 22 台保有、社員数 950 名、現社長は CETIS 卒業生で同地区の商工会議所前会長 

 現状は素材メーカーから技術情報を入手しているだけで、教育されたプラスチック技能工は

いない。プラスチック成形の教育を行う学校が無いことはおかしいと考えている。 

 TUMIPAK MEXICO 社は PBC フィルムの押出成形が主な製品。CETIS-6 の地域には約 75

社のプラスチック成形関連企業がある。メキシコ・シティー全体ではこの 16 倍（1200 社）

のプラスチック成形関連企業がある。 

 CNAD の C/P には、CETIS 教員が将来スーパーバイザーかメンテナンサーに成り得る産業

技術高校生を教育できるレベルとなるように希望する。 

 プラスチックのリサイクル技術も重要で、カリキュラムに入れてほしい。 

 

○ 卒業生の就職状況 

 プラスチック成形技術講座はないのでメカトロニクス講座の場合、入学生 100 人に対し卒

業生は 50 人と卒業率が悪いが、卒業生の 50 人の就職内容は 80%がメカトロニクス関連企

業、20%は進学と自己起業。 

 電気講座は、70～80%が関連企業に就職。インターンシップで企業先がほぼ決まる。 

 鋳造講座は 90%（18 名）が企業に就職しているが、鋳造企業自体がメキシコ・シティーか

ら少なくなっている。（この関係で鋳造講座は廃止予定。プラスチック成形講座に教員をシ

フトさせる考え。民間企業ニーズを汲んでいるとも解釈できる。） 

 

○ 学校システムについて 

 CETIS-6 は 40 年前に開校された。50%の理論と 50%の実習のデュアル教育システムで成功

した産業高校。CNAD での研修システムもこの比率の技術移転を期待したい。 

 総学生数 1500 名、2 学期制（昼夜）。CETIS・CBTIS は全国に 433 校あり、約 25,000 人の

教員を有し、生徒数は約 60 万人。 
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 各校の運営予算は生徒から徴収する授業料収入で賄っている。自己収入として年間総計 15

万ペソ/3 学科があり、設備メンテナンス費はこの予算から当てる。授業料は 500 ペソ/6 ｹ

月。 

 高校教員の能力向上には 2 つの手段がある。①教育省が実施する「教師再教育プログラム」

これは毎週土曜日に自治大学で開催されるもので、80%が受講する。②CNAD が企画する

能力向上講座。 

 

○ 本プロジェクトとの関係 

 プラスチック成形人材育成プロジェクトで CNAD から教育を受けるインストラクター候補

者はプラスチック成形技術の知識を持ち教員経験も 15 年間程度を持つメンバーを想定して

いる。彼らに欠けているのは、設備が無いことによる実習教育である。（2009 年 10 月に

CNAD が開催したプラスチック成形技術基礎講座に当学校教員が３～４名参加しており、

このこともあり先の「知識を持つ・・・」との発言と成っていると推定する。したがって、

現時点での教員のプラスチック成形技術に関する知識レベルは初歩程度と理解すべきであ

ろう。） 

 プラスチック成形技術講座に当てるインストラクター候補者数は専従者 6 名。1 年目の予定

は 50 名クラスｘ2 クラス。 

 すでにカリキュラム案を DGETI の管轄部門に提出している。今後の流れを想定すると、7

月にカリキュラムが承認されたとすると、2011 年 8 月入学、2012 年 2 月頃から実習開始が

考えられる。 

 産業人材育成のためのインフラ整備費が 2010 年の国家予算として計画されている。1997

年～2009 年の 12 年間の同一予算は 57 百万ペソであったが、2010 年単年度予算で 3～5 億

ペソが予定されている。プラスチック成形技術講座の準備に当てたいと考えている。 

 

＝以下は 2009 年 2 月の調査記録＝ 

 CNAD は、メカトロニクス分野について DGETI 管轄下の各校教員を育成・活性化している。

将来は日本に要請したプラスチック射出成形技術以外にも電子機械、自動車、一般機械につ

いても産業技術高校・職業高校の教員育成・活性化が行えるセンターとして発展させたい由。

 プロジェクト実施によりプラスチック射出成形技術のインストラクターの育成後、インスト

ラクターが各校教員を育成し、そして一部の高校で同技術のコースが開設される必要がある

が、その高校の選定基準としてはプラスチック成形加工企業が多い州、実習機材が活用でき

るように生産分野のコースが既に存在する高校、産業界との連携が可能な高校などを考えて

いる。 

 各校でのコース開設やカリキュラム作成に関わる認可権限は、DGETI にある。 

 各校でプラスチック射出成形技術コースが開設される際には、実習機材が不可欠なことは理

解するものの、DGETI は機材調達用配分予算を持たず、コースが開設される各校の実習機

材も JICA プロジェクトで供与してほしい由。⇒プロジェクトは CNAD を実施機関として行

われ、CNAD 向け機材のみ供与すると返答。 

 （実習機材の確保について）特別に予算申請は可能だが、それは申請が可能というだけで特
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定分野のコース向け機材の予算確保は不可能。433 校への配分予算は上述のように年間総計

5,000 万ペソ（3 億 5,000 万円）しかなく、DGETI の今年度予算は前年度比 2％減という厳

しい状況にある。既にある各コースでさえ機材は不足している。従って現時点では、JICA

による供与がないとすれば、可能であれば段階的な実習機材の整備、産業界からの援助によ

る機材確保や射出成形機がある中小企業に出かけての実習を考えている。 

 （以前にメカトロニクス･コースを開設した際に実習機材をどう確保したかについて）やは

り予算がなかったため、メカトロニクス用として調達・購入した機材はなく、世銀又は米州

開発銀行の教育モデル・プロジェクトで整備された電子制御コース用の機材をメカトロニク

ス･コース用に活用した。 

 

○ CNAD のプラスチック射出成形技術インストラクター候補者（C/P）について 

 技術移転には材料、金型（設計・メンテナンス）、射出成形機の専門家 3～4 人が対応する

必要があるが、現状では候補者は 4 人（うち 1 人が部門長、1 人は非常勤職員）であるので、

二倍の 8 人程度を確保できないか質問したところ、同席の CNAD 所長から DGETI 技術課長

と相談して対応したいとのこと。 

 C/P の将来的な離職の可能性についてはほとんどない由。給料は低めなものの、教育機関で

働くことの意義を感じていること、公務員として身分の安定が図れること等が理由となる模

様。 

 

○ CNAD を通じての人材育成・技術向上の利点・妥当性について 

 （技術課長、CNAD 所長より）他機関と比較して優位性・効率性がある由。CNAD は DGETI

に属し、DGETI 管轄下の 433 校ある産業技術高校・職業高校を介して普及・発展拡大が容

易であること、他機関は調査研究が多いが CNAD は実習を重視してプラスチック成形加工

業でニーズが高い Technician 育成に対応できると考えることが理由。 

 例えば CIATEQ（先端技術研究センター）はプラスチック射出成形技術に関する研修を実施

しているが、全国に幾つかの支所を持つものの普及の点で産業技術高校・職業高校の数と比

較にならない。他方で調査研究に強いので同技術に関する知識レベルは高いが、実習はほと

んど行っていないとのこと。 

 同技術を研究している大学はあるが、大学院レベルの研究であり、人材育成は担っていない。

 CNAD を通じての支援は、後期中等教育レベルの技術教育において新たにプラスチック射

出成形技術のコースを開設して人材育成を行い、将来的にはエンジニアとオペレーターの中

間に位置する技術者が産業界に供給されることに繋がる。 
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日時 2010 年 2 月 5 日（金）11:30～17:30 

面談先 CNAD 

場所 CNAD 会議室 

先方 Jimmy CNAD 所長、Dｒ.Jorge A. B. Guillen（技術担当副 

所長）、Salvador CNAD プラスチック部門長、他 1 名（C/P） 

出席者 

当方 稲田コンサル、八木通訳 

聴取事項 

○ プロジェクトの自立的発展性について（Jimmy 所長より） 

 2004 年以降の CNAD 予算資料を元にプロジェクト実施後の必要予算、特にメンテナンス費

について従来予算枠以外の追加予算としての要求の可能性について質問した。 

 CNAD 年間予算は Chapter 2000、同 3000 の DGETI からの予算とその他の自己収入の合計

額で構成されている。自己収入は年ごとに減少する傾向が続いている。DGETI 予算は 2004

年以降一定額であり、今後も増額は難しい。プロジェクト終了後の活動予算、例えばメンテ

ナンス費についても、この予算以内で運営することを考えている。 

 公立産業技術高校のインストラクター教育は無償、民間企業の研修教育は有償とできる。こ

の民間企業からの自己収入の増額を想定する。（CIDESI の同様の経験からは、民間企業へ

の研修を有償にした段階から、参加者が減少する傾向を示すため期待通りの自己収入の増額

計画は容易ではないと解説した。） 

 

○ プロジェクト計画について（プロジェクト担当のより説明） 

 3 つのステージ（展開計画）で考えている。第 1 ステージ：JICA 専門家が CNAD の C/P に

研修を行う時期。このステージでは、次の 3 つの技術要素で研修は構成される。 

 第 1 ステージは①素材技術、②プラスチック成形プロセス技術、③金型の取扱いとメンテ

ナンス。 

 第 2 ステージは射出成形機に係るエンジニアリング。設備導入設置と装置についての知識

習得。 

 第 3 ステージは CNAD の C/P が産業高校のインストラクターに教育する期間となる。高校

のインストラクター研修は 2～3 ヶ月/フルタイムで計画される。このほかに中小企業のエン

ジニア向けの研修プログラムを予定する。 

 第 1 と第 2 ステージは並列的に実行可能。第 3 ステージは機材が稼働して後の実施となる。

 

○ 導入機材の計画について 

 別表の導入機材項目が提示された。その内容は第 1 次詳細計画策定調査団と協議した機材

内容と一致するものでなく、また、細かな備品を含めた供与機材のリストとなっていない様

に受け止めた。 

 日本側がリストアップした昨年の機材リストを基本として、CNAD 側が想定するスーパー

バイザーやメンテナンサーを対象とした技術移転に必要な機材を共同で検討した。 
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○ プロジェクトのカリキュラム案について 

 前述の 3 つのステージを前提に CNAD 側のカリキュラム案が口頭で説明された。 

 訪問直前の JICA 側の状況変化もあり、事前の質問状が出せていない理由から CNAD 担当側

の準備が効率的にできにくい理由もあるためか説明書類による解説が得られなかった。 

 以下は日本側の構想案の解説を提供しての協議内容である。 

 

＝CNAD との協議内容＝ 

１．プロジェクト終了時の CNAD―C/P の目標到達レベル 

 メ国産業界の人材ニーズがスーパーバイザー/メンテナンサーレベルであることから、

CETIS を卒業する学生の目標到達レベルを日本のプラスチック成形技能検定試験 3 級合格

レベルとする。（その理由は、3 級受験資格が職業高校卒業直後と想定されていることによ

る。） 

 CETIS の卒業生の目標到達レベルを技能検定 3 級相当とすると、CETIS の教員の目標到達

レベルは少なくとも技能検定 2 級合格者でなければならない。したがって、本プロジェク

トの C/P は CETIS のインストラクターを日本の技能検定 2 級合格者のレベルに到達させる

ことが CNAD 研修期間に求められる目標と設定される。 

 CETIS の指導教員（インストラクター）が CNAD の研修終了時に少なくとも技能検定 2 級

合格者相当のレベルに育成するためには、CNAD の C/P はそれ以上の資格保有者でなけれ

ばならない。 

 したがって、日本人専門家から技術移転を受けた C/P のプロジェクト終了時の最低目標到

達レベルを日本の技能検定 2 級合格レベルとし、同時に数名は同資格 1 級レベルを満たす

ことが本プロジェクト終了時の目標と設定できる。 

 なお、プロジェクト終了後、数年以内（3 年～5 年）に CNAD の指導教員は全員が同資格の

1 級合格者と成らなければ CETIS 教員の指導資格は満足しないと考えるべきである。 

 

２．日本人専門家からの技術移転カリキュラム項目 

 上記の CETIS 教員の目標到達レベルを日本の技能検定 2 級合格者相当とすることから、日

本人専門家から CNAD－C/P に技術移転するカリキュラム項目は、技能検定 2 級合格を可

能とするものでなければならない。カリキュラム項目の参考情報を提供した。 

 

３．供与機材について 

 技術移転カリキュラム項目の大筋が洗い出され、また、CETIS インストラクターの目標到

達レベルの設定ができたことから、供与機材案については昨年の協議リスト内容に対して過

不足を再度協議し、追加項目として、①実習教育用金型（数式）、②射出成形機のメンテナ

ンス実習教育用の補修部品（数式）、③金型メンテナンス用備品類（数式）、④材料ミキサー

（CNAD 追加）、⑤ピロメータ（CNAD 要求）。 

 工場設備機器と空気・水・電気の配管配線処理費用は JICA 予算か CNAD 側の施設予算か確

認することとした。 

 CNC 型彫り放電加工機は、CNAD 内部で教育目的の金型加工を要するための要求との説明
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であった。しかし、産業高校卒業生のレベルをスーパーバイザー/メンテナンサーのレベル

に下げたこともあり、予算総額として削減を必要とする場合は、放電加工機をカットする検

討も必要である。（この内容は相手側には説明していない） 
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日時 2010 年 2 月 8 日（月）10:00～11:30 

面談先 JICA メキシコ事務所 

場所 メキシコ市 

先方 室澤所長、米崎次長、荒木現地職員 出席者 

当方 村上団長、石塚（記録）、稲田コンサル 

聴取・協議事項 

 予算状況を鑑みた実施時期等の検討 

 厳しい状況にあることは理解。プラスチックスチック案件は BC 州案件、中小企業コンサル

タント案件とともに対メキシコ JICA プログラム「中小企業・裾野産業支援」の大きな柱。

 メキシコ側の課題である上位目標部分のCETIS/CBTISでのコース設置が解決されていない

中、案件規模を縮小することも考えてよい。CETIS/CBTIS でのコース立ち上がり状況を見

てから本案件を開始するとメキシコ側に伝えてよい。 

 

 対メキシコ協力の特徴 

 日系企業が数多く進出し、日墨経済連携協定も締結されており、日系企業は現地調達率の向

上に関心がある。メキシコ経済省も上位の中小企業による外資系企業への部品納入という連

関を作り出したいと考えている。本案件はプレス加工技術向上プロジェクト同様に裾野産業

での労働力の質向上を目的としているが、上記状況も鑑みてそこに資するような味付け、日

系企業にも裨益があると説明できることが必要。 

 OECD加盟国でありDACリストでも高所得国に位置するメキシコへの援助の移行戦略とし

ては、経済関連で民間協力が重視されるだろうから、本案件は移行戦略に関連してくる。 

注：大使館及びメキシコ外務省は日墨 EPA における二国間協力の章で約 10 分野の中で中小企業

振興、裾野産業支援が取り上げられているものの、対応する案件が少ないことに言及している。

本案件は直接的にはメキシコの地場中小零細プラスチックスチック加工業の底上げにつながり、

底上げの結果、長い目で見れば日系企業に納入する地場企業が増加するとの仮説が立てられ、

EPA に間接的に関連すると考える。（注：プレス加工技術向上プロジェクトにおけるスタンスと

同様） 

 

 対処方針会議を踏まえたスコープの拡大 

 上位目標にあたるCETIS/CBTISでのコース設置が確実になされないと成果やプロジェクト

目標が達成されても持続的な案件の効果が保たれない。そのためにそれに対する支援もプロ

ジェクトにて行うことにして、期間を少し長めに取ることについては了解。 

 CETIS/CBTIS 卒業生が、日系プラスチックスチック成型企業に就職することも考えられる。

 CETIS/CBTIS の機材は、メキシコの今年度（2010 財政年度）に教育省により過去 10 年間

の数倍に当たる CETIS/CBTIS 設備改善予算が確保されていると聞いているので、メキシコ

側が準備すべきである。 
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日時 2010 年 2 月 8 日（月）12:30～13:30 

面談先 メキシコ外務省科学技術・対外協力局（DGCTC） 

場所 メキシコ市 

先方 Efraine 課長、Lorena 課員 出席者 

当方 村上団長、石塚（記録）、稲田コンサル、荒木現地職員、八木通訳 

聴取・協議事項 

 M/M 署名 

 これまでは実施機関と JICA の署名だったが、外務省の関与を高めてよりメキシコ側の主体性を保

つために、2/12（金）の署名時に同局の Luis 次長が参加。 

 

 案件の準備 

 2～3 年前に CNAD 前所長に、JICA の協力方針が教育よりも中小企業・裾野産業支援にシフトし

たと伝えており、プラスチックスチック成型産業界のニーズに合わせた人材を育成できるようにカリ

キュラムを作成することが肝要と承知。 

 プラスチックスチック成型産業界の巻き込みも必要で、使用設備の確認も行ってほしい由。 

 

 団長コメント 

 産業界巻き込みは重要、プロジェクトでニーズを把握するシステム構築も検討する。他方でこれま

で要望されていた CNAD による技術支援については、第 1 次調査団時にも困難と考えると伝えたが、

そのようなニーズ把握の機能は持ってもらいたいと考えていることを申し入れた。 

 

 JICA への協力への謝辞 

 年々少なくなる案件の中、予算も減っているようで、1 つの案件採択に手間がかかることは承知。

他方、メキシコ側として準備すべきことがあれば申し入れてほしい由。 
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日時 2010 年 2 月 8 日（月）15:30～17:30 

面談先 連邦公共教育省中等教育担当次官補、DGETI（連邦公共教育省産業技術教育局）

局長、CNAD（職業技術活性化センター）所長 

場所 メキシコ市メリアホテル 

先方 Mejia 局長、Camacho 技術教育課長、Jimmy・CNAD 所長 出席者 

当方 村上団長、石塚（記録）、稲田コンサル、荒木現地職員、八木通訳 

聴取・協議事項 

 本案件に対する DGETI としての準備 

 前回調査団により明確化すべき事項がはっきりしたため、メキシコ側（DGETI）の準備も進めて

いる。教育部分については DGETI 一丸となって対応し、最大限の協力を行う由。 

 

 CETIS/CBTIS モデル校でのコース立ち上げについて 

 モデル 3 校を選定済み。プロジェクト終了後には、プラスチック成型技術コースを他の

CETIS/CBTIS433 校に拡大していく所存。実習用機材については、新しいコースなので予算科目が

なく、産業界から機材の寄付を募る考え。（注：以下の通り、局長から予算増の話がなされ、この予

算にてモデル 3 校の実習機材を購入する模様） 

 

 中等教育担当次官補と DGETI 局長が途中で参加し、コメント 

 Miguel Angel Martinosa 次官補：簡単に挨拶したいとして来訪。JICA によるメカトロニクス協力

について知っており、新たな協力が行われることに期待。 

 Mejia DGETI 局長：今年度（2010 年 1 月～12 月）の DGETI 予算増加がほぼ確実となっており、

CETIS/CBTIS433 校向けに実習機材の整備が行われる予定。本プロジェクトのモデル校設置、実習

機材調達もこの予算を充当予定。またプラスチック成型技術コースを 2010 年 9 月から一部モデル校

にて開講予定で、実習機材は 2010 年内に調達したい。そのため、どのような機材を選定したらよい

か日本人専門家に助言してもらいたい。モデル 3 校以外にプラスチック成型技術コースを拡大して

いく際には、機材は民間からの寄付等を募ることを考えている。 

 CNAD に供与される機材のメンテナンス費用に関しては、CNAD 予算を増加する予定はなく、十

分な予算が与えられているのでその中で手当てするとの考え。 

  

 今後の動向 

 2011 年 9 月には、CETIS/CBTIS モデル 3 校のプラスチック成型技術コース教員が育成されること

を予定。 

⇒これに対し、技術移転に時間もかかり、本邦専門家から移転された技術をもって CNAD インスト

ラクターがCETIS/CBTIS教員を研修することになるので時間がかかり、調査団から困難な旨を伝達。

 プラスチック成型技術の人材育成は緊急を要するテーマなので、本プロジェクトの本邦専門家がシ

ャトル方式で 2 ヶ月メキシコに来ている間に CNAD インストラクターを指導し、本邦専門家が帰国

中の期間に CNAD インストラクターが CETIS/CBTIS 教員の研修を行うこととしたい。 

⇒本プロジェクトでCNADインストラクターの育成を行うのと同時並行的にCETIS/CBTIS教員研修
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も進めていくことを了解。 

 プロジェクトの R/D は 2010 年 3 月にも署名し、プロジェクトの早期開始を希望。早期の R/D 署

名の理由は、R/D をもってプロジェクト実施の証拠として予算確保に活用したい由。 

⇒3 月署名は JICA 内部の事前評価、案件額によっては理事会付議があるために不可能で、なるべく

早く署名できるよう準備することを伝達。 

 

 CNAD 支部開設の動き 

 （調査団が訪問する）Ciudad Victoria に支部を開設する。今年度中に建設開始。同市に設置する理

由は、CNAD はメキシコ・シティーにあって地方の CETIS/CBTIS 教員が出てくることが大変なため

で、特にメキシコ北部地域の CETIS/CBTIS 教員を対象とする。 
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日時 20010 年 2 月 9 日（火）9:30～13:30 

面談先 タマウリパス州政府経済開発局、教育局 

場所 タマウリパス州ヴィクトリア市 TecnoTAM（テクノパーク） 

先方 タマウリパス州政府教育次官、州政府経済開発局部長、州政府教育局技術教育

連携課長、州政府経済開発局 TecnoTAM 担当部長、Jimmy CNAD 所長、Salvador

タマウリパス州南部産業協会部長 

出席者 

当方 村上団長、石塚（記録）、稲田コンサル、米崎メキシコ事務所次長、荒木メキ

シコ事務所現地職員、八木通訳 

聴取・協議事項 

 ヴィクトリア市に本プロジェクトと関連する CETIS/CBTIS モデル校のうち 1 校が建設されるた

め、州政府の CETIS/CBTIS 担当部署とプラスチックスチック産業界からの聴取を目的として訪問し

た。モデル校の設置場所が TecnoTAM というテクノパーク内にあるため、それに関する説明が多か

った。 

 テクノパーク自体は一部完成して IT 関連の 10 社程度が進出している。敷地内に CBTIS Plus とい

う Center of Excellence 的な産業技術高校と、CNAD 支部を建設する。IT 産業と先端産業を対象とし

たテクノパークであり、通常のプラスチックスチック成型企業が入居するような工業団地ではなく、

本プロジェクトとの関連性は薄い。 

 

 テクノパークと本プロジェクトやプラスチックスチック産業界との関連：Othon TecnoTAM 担当

部長 

先方説明によると、プラスチックスチック成型に関連して素材研究や成型に関する先端技術を担う

ような企業が入居する可能性はある由。 

 IT と先端技術を対象としたテクノパーク内に CBTIS Plus を建設するため、その CBTIS で行う技

術教育についても IT と先端技術を重視する由。 

 州政府としては、全国から優秀な生徒を集め、奨学金も付与して、英語も必須として、優秀な卒業

生を育成してテクノパーク内企業を中心に供給したい由。 

 

 CNAD 所長補足 

 プラスチックスチック成型企業は、概してメキシコ北部の国境地帯のバハ・カリフォルニア州、北

東部のタマウリパス州・ヌエボレオン州、中部のメキシコ・シティー周辺に集積している。タマウリ

パス州は石油コンビナートがあるアルタミラやタンピコがあり、プラスチックスチック原材料の製造

業もあるため、TecnoTAM では CBTIS Plus 以外に工科大学等が 3 校設置されて、例えばプラスチッ

クスチックに関して先端技術者から技能工まで育成できるとの考え。 

 

 タマウリパス州のプラスチックスチック産業：Salvador タマウリパス州南部産業連盟会長 

 タマウリパス州ではタンピコに素材産業があるが、産業連関が形成されていない。2007 年に官民

連携で南タマウリパスプラスチックスチック産業開発審議会（CADEPLAST）が設置され、問題解決

に当たっている。 
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 タマウリパス州では、メキシコの樹脂生産の 60％はアルタミラで生産しており、PVC は 85％、ポ

リプロピレン 100％、エンジニアリング・プラスチックスチックの素材は 100％等、プラスチックス

チック産業の上流が存在して素材産業の一大集積地と言える。他方で成型産業はタマウリパスにほと

んどなく、その意味で産業連関が形成されていないと言える。成型産業は自動車部品や家電製品部品

の顧客が多い北部や中部に多い。成型企業について、アルタミラには 7 社（うち 5 社が外資）あり、

930 人の技能工が働いている。タマウリパス州全体では、プラスチック成型の零細企業が 100 社ほ

どあるが、メキシコのプラスチック成型品生産の 1％を占めるに過ぎない。 

 

 タマウリパス州プラスチックスチック産業と州政府の対応：フィッツモーリス州政府経済開発局

地域連携部長 

 アルタミラは石油コンビナートがあり、素材産業もあるので、アルタミラ産業技術パーク

（TECNIA）を設置し、隣接して中小企業団地もあってどちらもプラスチックスチック産業を入居対

象としている。TECNIA には石油化学二次製品技術研究センターもある。CADEPLAST が設置され

てから、民間と Work Plan について協議しつつ、TCNIA を設置した。 

人材育成も重要と考えており、CADEPLAST が中心となって対応しようとしている。 

 州政府は IT 産業とプラスチックスチック産業に優先順位を置いており、優遇措置を打ち出してい

る。 

 

 タマウリパス州の技術教育：州政府教育局技術教育部長 

 DGETI 傘下の CETIS（職業技術高校）20 校、CBTIS（産業技術高校）7 校の計 27 校がある。 

 教員 2,227 人、事務職員 1,063 人、23 の専門コース、生徒 11,198 人。6 人に 1 人が奨学金を得て

いる。2009 年度には 4,982 人が卒業。 

 DGETI が管轄する中ではタマウリパス州の CETIS/CBTIS は成績がよく、技術教育イベントにも生

徒がよく参加して優勝したりする。 

 TecnoTAM に設置される CBTIS Plus は、産業との関係でアルタミラやマデロのコンビナートやメ

キシコ北東部の一大産業集積地であるモンテレイにも車で 3 時間、北部の産業集積地である国境地

帯にも 3 時間と好位置にあって卒業生がそれらにも就職することが想定される。産業人材育成につ

いては、連邦政府、州政府、市町村の三者が協調している。 

 CBTIS Plus は最大 750 名の生徒、1 クラス 35 名、専門コースは IT、メカトロニクス、プラスチ

ック成型の 3 コースを想定している。プラスチック成型の科目内訳は、材料、射出成型、押出成型、

成型品二次加工を予定。 

 プラスチック成型企業があるアルタミラやマデロには CETIS がある。 
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日時 2010 年 2 月 10 日（水）10:00～18:00 

面談先 CNAD 

場所 メキシコシティー トラワック区 CNAD 

先方 Jimmy CNAD 所長、Alejandro 技術部長、テイエスプラスチック部門長、ガブ

リエル指導員、Lorena 外務省対外科学技術協力局課員 

出席者 

当方 村上課長、石塚（記録）、稲田コンサル、八木通訳 

聴取・協議事項 

 CNAD によるプレゼンと先方との協議。 

 

 メキシコのプラスチックスチック産業について 

 プラスチックスチック製品はすべての産業に関連する。メキシコのプラスチック製品生産は世界第

12 位。 

北部 エンジニアリング・プラスチックスチックを生産 

中部 素材を生産 

南部 農業関連のプラスチックスチック製品を生産 

 メキシコのプラスチック製品製造業は 3,500 社。 

零細 60％ 2,100 社

小  24％  840 社 

中  12％  420 社 

大   4％  140 社 

  

 

 プラスチックスチック産業と技術教育について 

 産業界としては競争力の確保のために、いかに質の高い労働力を確保するかが問題で、現状ではメ

キシコの技能工は経験にのみ拠って仕事をしている。DGETI は産業界に必要とされる技術教育につ

いて検討し、高校レベルでもプラスチック成型について教える必要があると判断した。CNAD は産

業技術高校の教員研修機関であるため、CNAD インストラクター（指導員）もプラスチック成型技

術を取得させる必要がある。 

 CETIS/CBTIS433 校について、各州に 1 校は CETIS/CBTIS がある。モデル 3 校の州について、タ

マウリパス州は 27 校、メキシコ・シティーには 34 校、バハ・カリフォルニア州には 校ある。 

 2006/07 年度には、433 校の総生徒数 547,597 名。 

 

 プロジェクトが要請された経緯について 

2004 民間企業 IMPI とプラスチック産業団体の ANIPAC が産業人材の質向上を DGETI に要望 

DGETI がニーズ把握のために CNAD に業界関係者を集めてセミナー実施 

2005 DGETI が CNAD に対し、JICA が支援したメカトロニクスのプロジェクト同様にプラスチ

ックスチック成型技術のプロジェクトの検討を指示、検討した結果、外務省に要請 

2006 CETIS/CBTIS でプラスチック成型技術を教えるためのモジュール検討 

ヌエボレオン州 320 社

グワナファト州 280 社

メキシコ・シティー 650 社

タマウリパス州 50 社

バハ・カリフォルニア州 90 社
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2007 JICA 事務所指示によりプロジェクト内容の絞り込み 

2008 要請に対して JICA 検討 

2009 第 1 次詳細計画策定調査団が派遣され、CNAD と基本合意 

 プラスチック成型技術コースが設置されるモデル 3 校について 

 ティファナの CBTIS No.237 

ティファナは電気・電子産業の組み立て企業が多く、ティファナ校にはメカトロニクス・コー

スがあってプラスチック成型技術を実施するための基礎部分ができている。CNAD での教員研

修も受けている。国境地帯にありながら、機会があれば移民するような層ではない定住者の子女

が通っている。 

 メキシコ・シティーの CETIS No.6 

地場産業界と強い連携がある。No.6 校は Molding・鋳造コースがあって、プラスチック成型

と似通う科目を生徒に教えている経験もある。プラスチック成型技術コースの卒業生を地場産業

界に送り込むことが容易。 

 シウダーヴィクトリアの CBTIS Plus（建設予定） 

 TecnoTAM（IT・先端技術産業団地、テクノパーク）内に位置し、アルタミラ石油コンビナー

ト、製造業の集積があるヌエボレオン州等に車で 3 時間と近く、卒業生が就職しやすい。連邦・

州・市町村の支援も受けている。奨学金もつけて優秀な生徒を集め、2010 年 8 月に開校予定（建

設予定なので当初の 1 年間は校舎を間借り）。CNAD 支部も近くに建設され、将来の支援も容易。

 

 指導モジュール（カリキュラム、科目）について 

 CETIS/CBTIS のコースは教養科目が①経済・経営、②物理・生物学、③化学・生物の 3 分野あり、

専門科目は 49 ある。 

 CNAD のプラスチック射出成型技術の指導員として 9 名を確保。モデル 3 校×6 名＝18 名の教員

を当初は CNAD において研修する。モデル 3 校のプラスチック成型技術コースでは各 30 人、合計

90 人を教える。 

 高校でのプラスチック成型技術コースの想定   CNAD でのプラスチックスチック射出成

型技術コースの想定 

モジュール I Operator レベル 

モジュール II Described Worker

レベル 

モジュール III Supervisor of 

Process レベル 

モジュール IV  

 

 要望事項 

2010/8 にはモデル 2 校（ティファナ、メキシコ・シティー）でプラスチック成型技術コースが一部

開始される予定で、第 1 学期（半年間）は教養科目だけで 2011/2 からプラスチックスチック成型技

術の基本科目を教授開始予定であるため、CETIS/CBTIS の教員研修をレベル１と２について 2010/8

までに開始したい。 

レベル１ モジュール I～II に相当、120 時間 

レベル２ モジュール III～IV に相当、120 時間 

レベル３ モジュール V に相当、120 時間 
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 調査団からの説明 

 稲田コンサル作成資料に基づき、プロジェクトの対象範囲や CNAD インストラクター・

CETIS/CBTIS 教員・CETIS/CBTIS 卒業生の技術レベル等について認識を共有。CETIS/CBTIS 卒業

生は日本のプラスチックスチック成型技能工の 3 級、CETIS/CBTIS 教員は 2 級、CNAD インストラ

クターは 1～2 級のレベルに達することを想定。 

 JICA は当初のプロジェクトの範囲として CNAD インストラクターによる CETIS/CBTIS 教員研修

までと考えていた。しかし上位目標「メキシコ産業界に CETIS/CBTIS が継続して質の高い人材を供

給する」を達成するには CETIS/CBTIS でのプラスチック成型技術を教えることが重要であるため、

モデル 3 校における当該コース設置に関わる支援をプロジェクトに含めてスコープを拡大すること

とした。 

 CNAD 側は調査団が考えるプロジェクト概要、レベルの設定、スコープの拡大に同意。 
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日時 2010 年 2 月 12 日（金）10:00～11:30 

面談先 CNAD 関係者、DGETI 関係者、メキシコ外務省関係者 

場所 メキシコ外務省 2 階会議室 

外務省：Cristina DGCTC 次長、Lorena 課員 

DGETI：Camacho 技術教育課長 

先方 

CNAD：Jimmy 所長、Alejandro 技術部長、Telles プラスチック成型技術チーフ、

Gabriel インストラクター 

出席者 

当方 村上団長、石塚（記録）、稲田コンサル、荒木現地職員、八木通訳 

聴取・協議事項 

 実施機関 CNAD、DGETI、外務省科学技術・対外協力局代表が集まっての M/M 署名を行った。 

 

 Cristina DGCTC 次長 

 調査団の来訪を歓迎、JICA といつも密接に協力している。日墨関係は深く、先日のカルデロン大

統領訪日の際にも共同声明において①人材育成の重要性とその努力、②中小企業育成の努力について

述べられ、本プロジェクトの重要性を感じ、新たな領域の協力が開始されると考えている。 

 プラスチック射出成型技術の移転が図られ、CNAD のみならず CETIS/CBTIS にもプロジェクト活

動の一環が及ぶことは喜ばしい。 

 技術教育と民間産業界との連携強化もプロジェクト目的に含まれると聞き、シウダーヴィクトリア

は TecnoTAM 内に CBTIS Plus が建設されることからそれがしやすいと考え、他のモデル 2 校につい

ても連携が重要と考える。 

 メキシコ外務省として日本政府、JICA 調査団の努力に感謝。専門家派遣や機材供与等のプロジェ

クトに関する協議を行った CNAD や DGETI 等のメキシコ側に対しても感謝。 

 

 Camacho DGETI 技術教育課長 

 DGETI として、現段階で行える協議はすべて行い、あとは次の段階に進むことになると考える。

集中的な協議によりプロジェクトの概要も日墨両者において固めることができた。メキシコ側の予算

の関係から、日本側が想定していた開始を早めてもらうことになったが、ぜひ協力してもらい、プロ

ジェクトを成功させたいと考える。 

 

 Jimmy CNAD 所長 

 実施機関 CNAD の全員が調査団に感謝。JICA にとって他案件もある中で重要性を鑑みて取り扱っ

てくれて喜ばしい。CNAD はメキシコ国内で技術教育と産業界の媒介となって活動を行って来てい

るが、今後は本プロジェクトを起爆剤としてさらに努力していきたい。 

 

 村上団長 

 日墨交流 400 周年記念もあり、カルデロン大統領訪日があり、民間セクターの人材育成が重要視

されている。JICA の産業開発部中小企業課は、プレス加工技術、中小企業人材育成等のプロジェク

トを実施している。 
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 シウダーヴィクトリア訪問ではメキシコのプラスチック産業の重要性を肌で感じ、本プロジェクト

の開始について協議を行えたことは喜ばしい。連日連夜の CNAD との協議にて、メキシコ側の熱意

と真剣さが伝わってきて、ぜひ本プロジェクトを成功させたいと考えるに至った。プロジェクト目標、

成果について議論し、CNAD でのインストラクター育成だけでなく、モデル CETIS/CBTIS3 校での

教員研修支援もプロジェクトの範囲とした。上位目標については優秀な人材が産業界に輩出されるこ

ととし、いかにプラスチック産業界のニーズをプロジェクトに反映させるかデザインについて検討し

た。プロジェクト開始について、早く開始できるよう、JICA 本部内での了解を取りたい。 

 昨年度の第 1 次詳細計画策定調査団により、CETIS/CBTIS でのプラスチック成型技術コースの設

置状況を尋ねたが、今次調査団でその準備が非常に進んでいることに驚いた。CNAD を初めとする

メキシコ側関係者の熱意と真剣さを持ってすれば、良い協力が行えると考え、今後もよろしくお願い

したい。 

 

 Cristina DGCTC 次長による総括 

 メキシコ側準備が進んでいるという重要な情報を聞き、メキシコ側の熱意と真剣さに高い評価を頂

き、喜ばしい。メキシコにとって中小企業振興は非常に重要、日本との協力においても重要である。

 

 

 

 

日時 2010 年 2 月 12 日（金）17:00～18:00 

面談先 在メキシコ日本国大使館 

場所 メキシコ市 

先方 平田参事官、松下二等書記官 出席者 

当方 村上団長、石塚（記録）、稲田コンサル、荒木現地職員 

協議・聴取事項 

日本企業が必要としている人材に見合うものか、ニーズはあるのか、とにかく日本の国益として日

本企業にも裨益することが重要。 

 上記に鑑み、CETIS/CBTIS を卒業する優秀な生徒が日本企業又はその下請け企業でも働くように

する仕組みが必要。そうなれば、JICA 案件によって良質な人材が確保でき、製品の品質が向上した

となって日本企業から感謝される。ODA として何のために、誰のために行うかを良く考えるべきで

ある。 

 このような案件を行っており、日本企業にも裨益があるということをもっと PR すべきである。 

 日本の国益・日本企業の利益となるような仕組みを検討すべきであり、JICA のためにも JICA の

案件や産業分野での支援をもっと日本企業に PR すべきである。 
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